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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の処理機能のそれぞれを実行するための処理機能実行部と、
　前記処理機能の複数の処理対象項目のそれぞれを表象する表象画像の複数個の表示デー
タを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表示データ格納部と、
　ユーザの操作入力を受け付けて、対応する操作出力信号を出力する操作入力部と、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表象画像表
示順序データ記憶部と、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記表示データ格納部の前記表示データと、前記表象画像表示順序
データ記録部の前記表象画像表示順序データを用いて、複数個の前記表象画像を、前記表
示画面の一方向に沿って並べると共に、前記複数個の前記表象画像の１つを注目表象画像
として前記操作入力部を通じた操作入力により選択可能に表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記選択された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グル
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ープに分割されているかどうかを判別する判別手段と、
　前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別したと
きには、前記表象画像表示順序データ記憶部の記憶内容に基づいて、前記注目表象画像の
近傍に、当該注目表象画像の処理対象項目が属する前記グループ名を表示し、前記判別手
段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていないと判別したときには、前
記グループ名の表示は行わないようにする手段と
　を備える電子機器。
【請求項２】
　複数の処理機能のそれぞれを実行するための処理機能実行部と、
　前記処理機能の複数の処理対象項目のそれぞれを表象する表象画像の複数個の表示デー
タを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表示データ格納部と、
　ユーザの操作入力を受け付けて、対応する操作出力信号を出力する操作入力部と、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表象画像表
示順序データ記憶部と、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記表示データ格納部の前記表示データと、前記表象画像表示順序
データ記録部の前記表象画像表示順序データを用いて、複数個の前記表象画像を、前記表
示画面の一方向に沿って並べると共に、前記複数個の前記表象画像の１つを注目表象画像
として前記操作入力部を通じた操作入力により選択可能に表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記選択された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グル
ープに分割されているかどうかを判別する判別手段と、
　前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別したと
きには、前記複数のグループに応じて分割されており、各分割された部分には、グループ
名表示を伴い、かつ、前記注目表象画像位置が当該注目表象画像を含む前記複数個の表象
画像の配列中において、どの位置に位置しているかを示すマークを具備するバー表示を、
前記表示画面に併せて表示し、前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに
分割されていないと判別したときには、前記バー表示は行わないようにする手段と
　を備える電子機器。
【請求項３】
　請求項２に記載の電子機器において、
　前記表示制御手段は、
　前記バー表示に加えて、前記注目表象画像を含むグループが所定のグループ分け基準で
再分割された第２のバー表示を行い、かつ、前記第２のバー表示には、前記注目表象画像
位置が、再分割されたグループ内のどの位置に位置しているかを示すマークを表示する
　電子機器。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載の電子機器において、
　前記バー表示は、前記操作入力部を通じて、前記複数個の前記表象画像のスクロール指
示入力に基づくスクロールがなされているときに、前記表示画面に表示される
　電子機器。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の電子機器において、
　前記表示制御手段は、前記複数個の表象画像を、前記表示画面に映出されている映像コ
ンテンツの画像の画面に、半透明の状態で重ね合わせて表示する
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　電子機器。
【請求項６】
　複数の処理機能のそれぞれについての複数の処理対象項目のそれぞれを表象する表象画
像の複数個の表示データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて表示データ格納部
に記憶するステップと、
　操作入力部を通じたユーザの操作入力を受け付けて、対応する操作出力信号を出力する
ステップと、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて表象画像表示順序デ
ータ記憶部に記憶するステップと、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記表示データ格納部の前記表示データと、前記表象画像表示順序
データ記録部の前記表象画像表示順序データを用いて、複数個の前記表象画像を、前記表
示画面の一方向に沿って並べると共に、前記複数個の前記表象画像の１つを注目表象画像
として前記操作入力部を通じた操作入力により選択可能に表示する表示制御工程と、
　を有し、
　前記表示制御工程は、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記選択された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グル
ープに分割されているかどうかを判別する判別ステップと、
　前記判別ステップで前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別し
たときには、前記表象画像表示順序データ記憶部の記憶内容に基づいて、前記注目表象画
像の近傍に、当該注目表象画像の処理対象項目が属する前記グループ名を表示し、前記判
別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていないと判別したときには
、前記グループ名の表示は行わないようにする表示ステップと
　を有する電子機器の表示制御方法。
【請求項７】
　複数の処理機能のそれぞれについての複数の処理対象項目のそれぞれを表象する表象画
像の複数個の表示データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて表示データ格納部
に記憶するステップと、
　操作入力部を通じたユーザの操作入力を受け付けて、対応する操作出力信号を出力する
ステップと、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて表象画像表示順序デ
ータ記憶部に記憶するステップと、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記表示データ格納部の前記表示データと、前記表象画像表示順序
データ記録部の前記表象画像表示順序データを用いて、複数個の前記表象画像を、前記表
示画面の一方向に沿って並べると共に、前記複数個の前記表象画像の１つを注目表象画像
として前記操作入力部を通じた操作入力により選択可能に表示する表示制御工程と、
　を有し、
　前記表示制御工程は、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記選択された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グル
ープに分割されているかどうかを判別する判別ステップと、
　前記判別ステップで前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別し
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たときには、前記複数のグループに応じて分割されており、各分割された部分には、グル
ープ名表示を伴い、かつ、前記注目表象画像位置が当該注目表象画像を含む前記複数個の
表象画像の配列中において、どの位置に位置しているかを示すマークを具備するバー表示
を、前記表示画面に併せて表示し、前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グルー
プに分割されていないと判別したときには、前記バー表示は行わないようにする表示ステ
ップと
　を有する電子機器の表示制御方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の電子機器の表示制御方法において、
　前記表示制御工程は、
　前記バー表示に加えて、前記注目表象画像を含むグループが所定のグループ分け基準で
再分割された第２のバー表示を行い、かつ、前記第２のバー表示には、前記注目表象画像
位置が、再分割されたグループ内のどの位置に位置しているかを示すマークを表示する
　電子機器の表示制御方法。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載の電子機器の表示制御方法において、
　前記バー表示は、前記操作入力部を通じて、前記複数個の前記表象画像のスクロール指
示入力に基づくスクロールがなされているときに、前記表示画面に表示される
　電子機器の表示制御方法。
【請求項１０】
　請求項６～９のいずれかに記載の電子機器の表示制御方法において、
　前記表示制御ステップは、前記複数個の表象画像を、前記表示画面に映出されている映
像コンテンツの画像の画面に、半透明の状態で重ね合わせて表示する
　電子機器の表示制御方法。
【請求項１１】
　コンピュータを用いたグラフィック・ユーザ・インターフェース用プログラムであって
、前記コンピュータを、
　選択対象項目を表象する表象画像の複数個を表示画面の一方向に沿って並べて表示する
手段、
　前記複数個の表象画像のうちの選択中である注目表象画像の前記表示画面上の表示位置
は固定とすると共に、前記注目表象画像を強調表示し、かつ、操作入力部を通じた前記表
象画像の選択操作に応じて、前記表象画像を変更すると共に、前記表象画像の表示位置の
近傍には、当該選択対象項目の説明情報を表示する手段、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表象画像表
示順序データ記憶手段、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、記憶されている前記表象画像表示順序データを参照して、前記選択
された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されているかどうか
を判別する判別手段、
　前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別したと
きには、前記記憶されている前記表象画像表示順序データに基づいて、前記注目表象画像
の近傍に、当該注目表象画像の処理対象項目が属する前記グループ名を表示し、前記判別
手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていないと判別したときには、
前記グループ名の表示は行わないようにする手段
　として機能させるグラフィカル・ユーザ・インターフェース用プログラム。
【請求項１２】
　コンピュータを用いたグラフィック・ユーザ・インターフェース用プログラムであって



(5) JP 4366593 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

、前記コンピュータを、
　選択対象項目を表象する表象画像の複数個を表示画面の一方向に沿って並べて表示する
手段、
　前記複数個の表象画像のうちの選択中である注目表象画像の前記表示画面上の表示位置
は固定とすると共に、前記注目表象画像を強調表示し、かつ、操作入力部を通じた前記表
象画像の選択操作に応じて、前記表象画像を変更すると共に、前記表象画像の表示位置の
近傍には、当該選択対象項目の説明情報を表示する手段、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表象画像表
示順序データ記憶手段、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、記憶されている前記表象画像表示順序データを参照して、前記選択
された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されているかどうか
を判別する判別手段、
　前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別したと
きには、前記記憶されている前記表象画像表示順序データに基づいて、前記複数のグルー
プに応じて分割されており、各分割された部分には、グループ名表示を伴い、かつ、前記
注目表象画像位置が当該注目表象画像を含む前記複数個の表象画像の配列中において、ど
の位置に位置しているかを示すマークを具備するバー表示を、前記表示画面に併せて表示
し、前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていないと判別し
たときには、前記バー表示は行わないようにする手段
　として機能させるグラフィカル・ユーザ・インターフェース用プログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のグラフィック・ユーザ・インターフェース用プログラムにおいて、
前記コンピュータを、
　前記バー表示に加えて、前記注目表象画像を含むグループが所定のグループ分け基準で
再分割された第２のバー表示を行い、かつ、前記第２のバー表示には、前記注目表象画像
位置が、再分割されたグループ内のどの位置に位置しているかを示すマークを表示する手
段
　としても機能させるグラフィカル・ユーザ・インターフェース用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば地上アナログ、地上デジタル、ＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　
Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）放送、ＣＳ（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）な
どの多種類の放送を受信できる放送受信装置や記録再生装置などの電子機器およびこの電
子機器における表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像や音楽のコンテンツを提供するメディアが多様化し、また、提供されるコンテンツ
も多種、多量となっている。例えば放送メディアだけでも、地上アナログ、地上デジタル
、ＢＳ放送、ＣＳ放送などの多種類の放送メディアが存在する。そして、デジタル放送で
は、受信可能な番組チャンネルは、例えば１５０チャンネルというような多チャンネルと
なっていると共に、テレビ番組のみではなく、ラジオ番組やデータ放送番組なども提供さ
れるものもある。
【０００３】
　従来から、このような多種多様なメディアのコンテンツを再生可能とする、いわゆるマ
ルチメディア再生装置も提案されている（例えば特許文献１（特開平１１－７３４１８号
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公報）参照）。
【０００４】
　また、大容量のハードディスク装置を用いて、大量の放送番組コンテンツを記録し、再
生する記録再生装置も提供されている。
【特許文献１】特開平１１－７３４１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述のような多チャンネルの放送番組の受信装置におけるチャンネル選択や
、大容量の蓄積装置を備える記録再生装置における録画コンテンツからの再生コンテンツ
の選択においては、従来のように、単に、放送チャンネルの一覧や、コンテンツの一覧を
表示画面にリスト表示して、そのリスト表示から選択するようにする場合には、希望する
放送チャンネルやコンテンツを見つけ出すことが非常に厄介である。
【０００６】
　そこで、この種の記録再生装置や受信装置などの電子機器のおいては、ユーザが、視聴
を希望する放送チャンネルの放送番組コンテンツや、再生を希望する録画コンテンツを容
易に検索できるグラフィカル・ユーザ・インターフェースが望まれている。
【０００７】
　この発明は、以上の点にかんがみ、上述のような電子機器において、処理対象項目の検
索を容易にすることができる電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するため、請求項１の発明による電子機器は、
　複数の処理機能のそれぞれを実行するための処理機能実行部と、
　前記処理機能の複数の処理対象項目のそれぞれを表象する表象画像の複数個の表示デー
タを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表示データ格納部と、
　ユーザの操作入力を受け付けて、対応する操作出力信号を出力する操作入力部と、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表象画像表
示順序データ記憶部と、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記表示データ格納部の前記表示データと、前記表象画像表示順序
データ記録部の前記表象画像表示順序データを用いて、複数個の前記表象画像を、前記表
示画面の一方向に沿って並べると共に、前記複数個の前記表象画像の１つを注目表象画像
として前記操作入力部を通じた操作入力により選択可能に表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記選択された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グル
ープに分割されているかどうかを判別する判別手段と、
　前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別したと
きには、前記表象画像表示順序データ記憶部の記憶内容に基づいて、前記注目表象画像の
近傍に、当該注目表象画像の処理対象項目が属する前記グループ名を表示し、前記判別手
段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていないと判別したときには、前
記グループ名の表示は行わないようにする手段と
　を備えることを特徴とする。
【０００９】
　上述の構成の請求項１の発明においては、複数の処理機能の内で、処理対象項目数が多
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い処理機能については、予めグループ分割しておくことができる。そして、表示画面には
、複数の処理機能の中から、ユーザにより選択された１つの処理機能についての複数の処
理対象項目のそれぞれを表象する表象画像の複数個が、一方向に並べられて表示されるが
、その複数個の表象画像のうちの選択中の表象画像が注目表象画像とされ、強調表示され
る。
【００１０】
　そして、ユーザにより選択された処理機能についての複数個の処理対象項目が複数グル
ープに分割されているかどうかを判別し、複数の処理対象項目が複数グループに分割され
ていると判別したときには、表象画像表示順序データ記憶部の記憶内容に基づいて、注目
表象画像の近傍に、当該注目表象画像の処理対象項目が属するグループ名を表示する。
【００１１】
　すなわち、請求項１の発明においては、処理機能についての複数個の処理対象項目数が
多い場合には、当該処理対象項目を複数グループに分割し、注目表象画像が、どのグルー
プに属しているかをグループ名により画面に表示することで、ユーザに認識させることが
できるので、処理対象項目の検索は、当該グループ名を参照することで容易になる。
【００１５】
　また、請求項２の発明は、
　複数の処理機能のそれぞれを実行するための処理機能実行部と、
　前記処理機能の複数の処理対象項目のそれぞれを表象する表象画像の複数個の表示デー
タを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表示データ格納部と、
　ユーザの操作入力を受け付けて、対応する操作出力信号を出力する操作入力部と、
　前記複数個の表象画像を表示画面に表示する際の配列順序に関するデータであって、前
記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数のグループに分割されているときには、各グ
ループ名と、各グループ内における前記配列順序に関するデータとの対応データを含む表
象画像表示順序データを、前記複数個の処理機能のそれぞれについて記憶する表象画像表
示順序データ記憶部と、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記表示データ格納部の前記表示データと、前記表象画像表示順序
データ記録部の前記表象画像表示順序データを用いて、複数個の前記表象画像を、前記表
示画面の一方向に沿って並べると共に、前記複数個の前記表象画像の１つを注目表象画像
として前記操作入力部を通じた操作入力により選択可能に表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記操作入力部で、前記複数の処理機能のうちのいずれか一つを選択する選択操作入力
を受け付けたときに、前記選択された前記処理機能の前記複数の処理対象項目が複数グル
ープに分割されているかどうかを判別する判別手段と、
　前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに分割されていると判別したと
きには、前記複数のグループに応じて分割されており、各分割された部分には、グループ
名表示を伴い、かつ、前記注目表象画像位置が当該注目表象画像を含む前記複数個の表象
画像の配列中において、どの位置に位置しているかを示すマークを具備するバー表示を、
前記表示画面に併せて表示し、前記判別手段で前記複数の処理対象項目が複数グループに
分割されていないと判別したときには、前記バー表示は行わないようにする手段と
　を備える電子機器を提供する。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明によれば、選択すべき放送チャンネルや、選択すべき録画コンテンツなどのよ
うな処理対象項目が多い場合であっても、当該複数の処理対象項目数がグループ分割され
ていると共に、注目表象画像とされる注目対象項目が属するグループのグループ名が、注
目表象画像に対応して表示されるので、当該グループ名を参照することにより、処理対象
項目の検索が容易になる。
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【００２０】
　特に、注目表象画像が、複数個の表象画像のうちのどの位置であるかを示すマークを伴
うバー表示が画面に表示される場合には、複数個の表象画像のうちでの注目表象画像位置
を、一目で確認することが可能となり、検索が容易になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、この発明による電子機器の一実施形態を、複数種の放送メディアからの放送信号
を受信可能とし、かつ、受信した放送番組コンテンツのデータを大容量の蓄積部に蓄積記
録することが可能な放送受信装置に適用した場合を例にとって、図を参照しながら説明す
る。以下に説明する実施形態においては、表象画像として、アイコンを用いる場合を例に
説明する。
【００２２】
　［第１の実施形態］
　図１は、電子機器の第１の実施形態としての放送受信装置のハードウエア構成例を示す
ブロック図である。
【００２３】
　この実施形態の放送受信装置は、マイクロコンピュータにより構成される制御部１に対
して接続されるシステムバス２に、以下に説明するように、各種放送受信部、画像出力表
示部、音声出力部、操作入力部などの各処理部が接続されて構成されている。
【００２４】
　すなわち、この実施形態においては、放送受信部としては、地上アナログ放送受信部１
１と、地上デジタル放送受信部１２と、ＢＳ放送受信部１３と、ＣＳ放送受信部１４とが
設けられ、それぞれの放送受信部用のインターフェース１５，１６，１７，１８を通じて
バス２に接続されている。
【００２５】
　地上アナログ放送受信部１１は、現行の地上アナログテレビ放送信号を選局受信して、
画像信号（映像信号）および音声信号をインターフェース１５を通じてシステムバス２に
出力する。
【００２６】
　地上デジタル放送受信部１２は、デジタルテレビジョン放送、デジタル音声放送および
データ放送に対応しており、ユーザの選局操作に対応して放送番組を選局受信してデコー
ドし、画像信号（映像信号）および音声信号、ＥＰＧ（電子番組ガイド；Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　Ｇｕｉｄｅ）データ等のデータを、インターフェース
１６を通じてシステムバス２に出力する。
【００２７】
　ＢＳ放送受信部１３は、ＢＳテレビジョン放送、ＢＳ音声放送およびデータ放送に対応
して、ユーザの選局操作に対応して放送番組を選局受信してデコードし、画像信号（映像
信号）および音声信号、ＥＰＧデータ等のデータを、インターフェース１７を通じてシス
テムバス２に出力する。
【００２８】
　ＣＳ放送受信部１４は、ＣＳテレビジョン放送、ＣＳ音声放送およびデータ放送に対応
して、ユーザの選局操作に対応して放送番組を選局受信してデコードし、画像信号（映像
信号）および音声信号、ＥＰＧデータ等のデータを、インターフェース１８を通じてシス
テムバス２に出力する。
【００２９】
　また、画像出力表示部として、この例では、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂ
ｅ；陰極線管）やＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ；液晶ディス
プレイ）などからなるモニターディスプレイ１９がディスプレイインターフェース２０を
通じてシステムバス２に接続されている。また、音声出力部として、この例では、音声出
力インターフェース２１を通じてスピーカ２２が接続されている。
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【００３０】
　また、操作入力部として、この例では、リモコン送信機２３が設けられ、システムバス
２には、このリモコン送信機２３からのリモコン操作信号を受信するリモコン受信部２４
が接続されている。リモコン送信機２３は、この例では、左右方向指示操作ボタンおよび
上下方向指示操作ボタンと、「ホーム」ボタンと、「決定」ボタンと、「戻る」ボタンを
少なくとも備える。リモコン送信機２３を通じたユーザのこれらのボタン操作により、グ
ラフィカル・ユーザ・インターフェース画面上で、選択指示などが行なわれる。
【００３１】
　なお、左右方向指示操作ボタンおよび上下方向指示操作ボタンは、例えば十字型上下左
右方向指示ボタンや、ジョイスティックなどにより構成することもできる。
【００３２】
　システムバス２には、また、メモリカードドライブ２５と、時計部２６と、外部入力イ
ンターフェース２７と、通信インターフェース２８と、表示画像生成出力部３０と、表示
用データ格納部２９と、ＥＰＧ保持部３１とが接続されている。システムバス２には、さ
らに、記録エンコード・再生デコード部３２と、コンテンツデータ格納部３３と、コンテ
ンツ管理部３４とが接続されている。
【００３３】
　制御部１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、プログ
ラムＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）と、ワークエリアＲＡＭ（Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などを備え、プログラムＲＯＭに書き込まれたプログ
ラムにしたがって、ワークエリアＲＡＭを用いながら、種々の制御処理を実行する。
【００３４】
　放送受信部１１～１４のそれぞれは、図示を省略したアンテナで受信された、前述した
ように、対象とする放送信号から、リモコン送信機２３を通じて入力されたユーザの選局
操作に応じた放送番組を選択し、当該選択した放送番組の画像データおよび音声データ、
あるいはデータ放送により受信したデータをシステムバス２０１に送出する。
【００３５】
　この実施形態の放送受信装置は、放送受信部１１～１４のいずれか１つからの放送番組
をユーザに提供するようにするが、放送受信部１１～１４のいずれが選択されるかは、後
述するグラフィカル・ユーザ・インターフェースを通じたリモコン送信機２３からの選択
操作入力による。
【００３６】
　メモリカードドライブ２５は、これに挿入されるメモリカード４０からデータを読み取
り、また、メモリカード４０にデータを書き込むためのものである。メモリカードとして
は、図１の例の装置では、種々のタイプのものが読み書き可能とされている。
【００３７】
　時計部２６は、現在時刻の情報やカレンダー情報を提供する。また、放送番組予約設定
や、予約設定に対応した各種タイマー時間の計測にも用いられる。
【００３８】
　外部入出力インターフェース２７は、映像入出力端子、音声入出力端子、ＵＳＢ（Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）端子などの外部入出力端子を備え、各入出力端
子とシステムバス２との間の信号のやり取りを行なう。
【００３９】
　通信インターフェース２８は、通信回線に接続されており、データ放送番組が双方向放
送であるときに、応答信号を所定の宛先に送信したり、ネットワークを通じたサーバ装置
にあるデータ放送コンテンツを取得したりするために用いられる。なお、ウェブコンテン
ツなどのデータをインターネット経由で取り込んだり、インターネットを通じて所定の情
報を送出したりするようにすることもできる。
【００４０】
　表示用データ格納部２９は、後述するグラフィカル・ユーザ・インターフェースを構成
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するアイコンのデータや、チャンネル表示用データ、その他のキャラクタデータ等の表示
用のデータを格納する。また、表示用データ格納部２９は、コンテンツデータ格納部３３
に格納されている放送番組コンテンツの表象画像としてのアイコンやサムネイル画像を生
成して保持している。
【００４１】
　表示画像生成出力部３０は、制御部１による制御を受けて、モニターディスプレイ１９
に表示する画像を生成するもので、制御部１と共に、表示制御部を構成する。
【００４２】
　表示画像生成出力部３０は、放送受信部１１～１４からの画像データや音楽データを、
これに内蔵の出力バッファに格納する。また、グラフィック・ユーザ・インターフェース
のための文字や記号などを表示するためのデータなどを表示用データ格納部２９から得て
、オンスクリーンディスプレイデータとして、これに内蔵するオンスクリーンバッファに
格納する。オンスクリーンディスプレイデータは、モニターディスプレイ１９の画面に表
示する再生映像の画像に重畳して表示するデータである。このとき、例えばグラフィカル
・ユーザ・インターフェース画像などの重畳画像の下に、再生映像の画像が透けて見える
ような表示とされる。
【００４３】
　そして、表示画像生成出力部３０は、出力バッファに格納したデータと、オンスクリー
ンバッファに格納したオンスクリーンディスプレイデータとの合成データを、ディスプレ
イインターフェース２０を通じてモニターディスプレイ１９に供給するようにする。
【００４４】
　ＥＰＧデータ保持部３１は、電子番組ガイドのデータ（ＥＰＧデータ）を、これに内蔵
するメモリに保持する。ＥＰＧデータは、地上アナログ放送の場合には、この例において
は、テレビ放送信号の垂直ブランキング期間に重畳されてくるものを用い、デジタル放送
の場合には、データ放送として送られてくるものを用いる。このＥＰＧデータには、各放
送番組の放送局名、放送番組名、番組開始時刻、番組終了時刻、出演者、番組のジャンル
などのデータが含まれる。
【００４５】
　ＥＰＧデータ保持部３１は、放送受信部１１～１４のそれぞれから受け取ったＥＰＧデ
ータをメモリに保持する。ＥＰＧデータ保持部３１に保持されるＥＰＧデータは、最新の
データとなるように更新される。
【００４６】
　なお、ＥＰＧデータは、この例のように、放送信号に重畳されて伝送されてくるものを
用いるのではなく、例えば通信インターフェース２８を用いて、インターネットに接続さ
れているＥＰＧデータ提供サーバにアクセスして、当該ＥＰＧデータ提供サーバから取得
するようにすることもできる。
【００４７】
　記録エンコード・再生デコード部３２は、放送受信部１１～１４で受信され、システム
バス２に入力された放送番組コンテンツのデータを、コンテンツデータ格納部３３に格納
する際に、当該コンテンツデータ格納部３３に格納するフォーマットのデータに記録エン
コード処理すると共に、コンテンツデータ格納部３３から読み出したデータを、前記記録
エンコードに対応する再生デコード処理を行なって、放送番組コンテンツのデータを再生
する機能を備えるものである。
【００４８】
　コンテンツデータ格納部３３は、この例では、大容量のハードディスク装置で構成され
、放送番組コンテンツの画像データおよび／または音声データや、その他のデータを格納
する。
【００４９】
　コンテンツ管理部３４は、コンテンツデータ格納部３３に格納されているコンテンツの
管理用データを格納して管理する。コンテンツ管理部３４は、管理用データの格納部とし
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ては、ハードディスクの一部の記録エリアを用いるようにすることもできる。
【００５０】
　ここで、管理用データとしては、コンテンツデータ格納部３３に記録される放送番組コ
ンテンツに関して、その記録年月日および時間（格納年月日および時間）の情報や、例え
ば、ジャンル、出演者の情報などのＥＰＧデータから抽出された関連情報などを、それぞ
れの放送番組コンテンツに関連付けて格納して管理している。
【００５１】
　また、コンテンツ管理部３４は、コンテンツデータ格納部３３に格納されている各放送
番組コンテンツの再生回数などの再生履歴情報のほか、コンテンツデータのグループ管理
情報も管理用データとして格納して管理している。グループ管理情報には、放送番組コン
テンツの表象画像としてのアイコンやサムネイル画像の表示画面上での並び順の情報も含
まれている。また、放送メディアについてのチャンネル項目の並び順の情報も、この例で
は、このグループ管理情報に含まれている。
【００５２】
　「実施形態のグラフィカル・ユーザ・インターフェースの説明」
　この実施形態の放送受信装置においては、放送メディアの選択および放送番組選択、ま
た、その他の機能の選択は、グラフィカル・ユーザ・インターフェースを用いてユーザが
簡易に行なえるようにしている。
【００５３】
　この実施形態のグラフィカル・ユーザ・インターフェースは、ユーザがリモコン送信機
２３の所定のボタンキーを操作することにより、選択指定可能な複数のアイコンおよびそ
の説明情報とからなっている。
【００５４】
　モニターディスプレイ１９の画面に表示すべきアイコンは、放送メディア、設定機能、
外部入力、コンテンツ蓄積メディアなどの処理機能や処理対象のカテゴリを表象するカテ
ゴリアイコンと、各カテゴリに属する（したがって下位の階層となる）処理機能項目や処
理対象コンテンツの項目のそれぞれを表象する項目アイコンとからなる。なお、表象画像
としてサムネイル画像を用いるもあるが、説明の簡単のため、以下の説明においては、項
目アイコンは、サムネイル画像からなる表象画像を含むものとする。
【００５５】
　この実施形態では、カテゴリアイコンが表象するカテゴリとして、「設定」、「ＨＤＤ
」、「ビデオ」、「地上放送」、「ＢＳ放送」、「ＣＳ放送」、「外部入力」の７種のカ
テゴリタイトルが、予め設定されており、これら７種のカテゴリタイトルに対応する７種
のカテゴリアイコンのデータが表示用データ格納部２９に格納されている。ここで、「Ｈ
ＤＤ」は、この例のコンテンツ蓄積メディアとしてのハードディスク装置を意味している
。
【００５６】
　各カテゴリの下位の階層としての処理機能項目や処理対象コンテンツの項目のそれぞれ
を表象する項目アイコンの数は、カテゴリ毎に異なる。
【００５７】
　図２は、この実施形態における複数個のカテゴリ（カテゴリタイトル）と、それぞれの
カテゴリに属する項目の例を示す。図２は、網点を付して示す複数個のカテゴリを横方向
に並べると共に、各カテゴリに属する複数個の項目は、当該カテゴリ部分から上下に延長
して並べて示している。図２において、各カテゴリに属する各項目において、当該項目の
説明の記述中に「＝＞」が記述されている項目は、さらに下位の階層の項目を備えること
を示している。
【００５８】
　また、右肩上がりの斜線を付して示す項目は、ユーティリティの項目（ユーティリティ
項目という）である。また、右肩下がりの斜線を付して示す項目は、機能が完結する項目
（機能完結項目という）であって、放送チャンネルなどのコンテンツ選択項目や入力切り
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換え項目などである。また、網点や斜線を付していない項目は、論理フォルダーを意味し
ている。
【００５９】
　図２に示すように、例えば「設定」のカテゴリには、論理フォルダーのみの項目が属す
るようにされており、「テレビの設定」、「外部入力の設定」、「ＨＤＤの設定」などの
複数項目が設けられる。
【００６０】
　また、「ＨＤＤ」のカテゴリに対しては、当該カテゴリタイトルの上方に、ユーティリ
ティ項目として、「サンプル」の項目が設けられると共に、当該カテゴリタイトルの下方
に、機能完結項目として、各放送メディアの受信部１１～１４の出力から抽出して格納し
た蓄積放送番組コンテンツ項目とが設けられている。
【００６１】
　この蓄積放送番組コンテンツ項目は、当該放送番組コンテンツに関する属性としての、
例えばテレビ放送、ラジオ放送、データ放送などの放送対象によりブロック分けされてい
る。すなわち、図２の例においては、コンテンツブロック１、コンテンツブロック２、コ
ンテンツブロック３の３ブロックに分割され、各コンテンツブロックは、テレビ放送の放
送番組コンテンツ群、ラジオ放送の放送番組コンテンツ群、データ放送の放送番組コンテ
ンツ群のいずれかからなるものとされている。
【００６２】
　そして、さらに、この実施形態では、これらテレビ放送、ラジオ放送、データ放送の各
コンテンツブロック内においては、複数個の蓄積放送番組コンテンツ項目は、後述するよ
うに、ユーザにより設定されたグループ分け条件に従ってグループ分けされるように構成
されている。
【００６３】
　また、「ビデオ」のカテゴリには、論理フォルダーの項目として録画予約や録画予約確
認などの項目が設けられると共に、ユーティリティ項目として「カード型メモリ」の項目
が設けられる。
【００６４】
　そして、放送メディアのカテゴリのそれぞれに対しては、図２において、当該カテゴリ
タイトルの上方に記載されているユーティリティ項目と、当該カテゴリタイトルの下方に
記載されている機能完結項目としての放送チャンネル項目とが設けられている。
【００６５】
　そして、各放送メディアのカテゴリに属する機能完結項目である放送チャンネルの項目
は、テレビ、ラジオ、データ等の放送対象毎に、グループ分けされている。すなわち、放
送メディアのカテゴリに属する選択対象項目としての放送チャンネル項目は、当該選択対
象項目に関する属性としての放送対象によりグループ分けされている。このグループ分け
は、この例では、ユーザにより設定されるのではなく、予め設定されている。
【００６６】
　すなわち、図２の例においては、地上放送メディアのカテゴリの場合には、地上アナロ
グ放送チャンネルのグループ（「地上Ａ１ｃｈ」はその１つのチャンネル）と、地上デジ
タル放送のテレビチャンネルのグループ（「地上Ｄｃｈ（ＴＶ）」はその１つのチャンネ
ル）と、地上デジタル放送のデータ放送のグループ（「地上Ｄｃｈ（データ）」はその１
つのチャンネル）とされている。
【００６７】
　また、ＢＳ放送メディアのカテゴリの場合には、ＢＳ放送のテレビチャンネルのグルー
プ（「ＢＳｃｈ（ＴＶ）」はその１つのチャンネル）と、ＢＳ放送のラジオチャンネルの
グループ（「ＢＳｃｈ（ラジオ）」はその１つのチャンネル）と、ＢＳ放送のデータ放送
のグループ（「ＢＳｃｈ（データ）」はその１つのチャンネル）とされている。
【００６８】
　また、ＣＳ放送メディアのカテゴリの場合には、ＣＳ１とＣＳ２との２個の放送メディ
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アを含み、ＣＳ１放送のテレビチャンネルのグループ（「ＣＳ１ｃｈ（ＴＶ）」はその１
つのチャンネル）と、ＣＳ２放送のテレビチャンネルのグループ（「ＣＳ２ｃｈ（ＴＶ）
」はその１つのチャンネル）と、ＣＳ１放送のラジオチャンネルのグループ（「ＣＳ１ｃ
ｈ（ラジオ）」はその１つのチャンネル）と、ＣＳ２放送のラジオチャンネルのグループ
（「ＣＳ２ｃｈ（ラジオ）」はその１つのチャンネル）と、ＣＳ１放送のデータ放送のグ
ループ（「ＣＳ１ｃｈ（データ）」はその１つのチャンネル）と、ＣＳ２放送のデータ放
送のグループ（「ＣＳ２ｃｈ（データ）」はその１つのチャンネル）とされている。
【００６９】
　また、各放送メディアのカテゴリにおけるユーティリティ項目としてのＥＰＧは、それ
ぞれのグループに対応したＥＰＧが用意されている。例えば、「地上Ａ　ＴＶ　ＥＰＧ」
は地上アナログテレビ放送用のＥＰＧ、「地上Ｄ　ＴＶ　ＥＰＧ」は地上デジタルテレビ
放送用のＥＰＧ、「地上Ｄ　データ　ＥＰＧ」は地上デジタル放送のデータ放送用のＥＰ
Ｇである。
【００７０】
　「外部入力」カテゴリには、機能完結項目として、「ビデオ１」、「ビデオ２」や「コ
ンポーネント１」、などのような入力切り替え項目が設けられる。
【００７１】
　この実施形態では、図２に示した複数カテゴリのそれぞれの直下に、複数の処理機能項
目や処理対象コンテンツ内容などの項目を含む構造を、モニターディスプレイ１９の画面
上の表示に反映させたグラフィカル・ユーザ・インターフェースを提供する。
【００７２】
　すなわち、図２の各カテゴリは、モニターディスプレイ１９の画面上においては、対応
するアイコン（以下、カテゴリアイコンという）により表示すると共に、図２の各項目は
、モニターディスプレイ１９の画面上においては、対応するアイコン（以下、項目アイコ
ンという）により表示するようにする。そして、概念的には、図２は、それらのカテゴリ
アイコンと、その直下の項目アイコンとの関係を示すものとなっている。
【００７３】
　図３は、この実施形態において、モニターディスプレイ１９の画面１９Ｄに表示される
グラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の初期メニュー画面の一例である。この実
施形態においては、グラフィカル・ユーザ・インターフェース画面は、操作入力部を構成
するリモコン送信機２３に設けられる「ホーム」ボタンを操作するごとに、画面１９Ｄに
表示されたり、画面１９Ｄから消去されたりする。
【００７４】
　この例の初期メニュー画面には、水平方向に複数のカテゴリアイコンが一列に並んだカ
テゴリアイコン配列１００と、垂直方向に複数の項目アイコンが一列に並んだ項目アイコ
ン配列２００とが、ほぼ画面中央近傍で交差する二次元配列が表示される。
【００７５】
　カテゴリアイコン配列１００には、前述した７種のカテゴリアイコンが配列される。す
なわち、図３において、工具箱の図柄からなるアイコン４１は「設定」のカテゴリアイコ
ン、「ＨＤＤ」の文字を含むアイコン４２は、コンテンツ蓄積メディアとしての「ＨＤＤ
」のカテゴリアイコン、フィルムの図柄からなるアイコン４３は「ビデオ」のカテゴリア
イコン、鉄塔の図柄を含むアイコン４４は「地上デジタル放送」のカテゴリアイコン、「
ＢＳ」の文字を含むアイコン４５は「ＢＳデジタル放送」のカテゴリアイコン、「ＣＳ」
の文字を含むアイコン４６は「ＣＳデジタル放送」のカテゴリアイコン、横向き矢印を含
む図柄のアイコン４７は「外部入力」のカテゴリアイコンをそれぞれ示している。
【００７６】
　図３に示すように、この実施形態では、カテゴリアイコン配列１００は、モニターディ
スプレイ１９の画面１９Ｄの縦方向の中央よりも若干上側において、水平方向に表示され
る。そして、常に７個のカテゴリアイコン４１～４７のいずれかが選択されている状態と
されており、当該選択中のカテゴリアイコンは、他のカテゴリアイコンよりも若干大きく
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表示されて強調され、ユーザに選択中のカテゴリアイコンがどれであるかを報知するよう
にしている。図３の例では、「ビデオ」のカテゴリアイコン４３が選択中カテゴリアイコ
ンとされている。選択中のカテゴリアイコンの下方には、図３に示すように、当該カテゴ
リアイコンが表象しているカテゴリのタイトル名が文字表示される。
【００７７】
　この場合に、この実施形態では、図３に示すように、グラフィカル・ユーザ・インター
フェース表示画面においては、７種のカテゴリアイコンは、常時、画面上に表示するよう
にすると共に、項目アイコン配列２００は、７種のカテゴリアイコンのうちの、選択中で
あるとされるカテゴリアイコンについてのみ表示される。
【００７８】
　したがって、この実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェースの初期メ
ニューは、カテゴリアイコン配列１００と項目アイコン配列２００とにより、十字型に交
差するアイコン配列により構成されるものとなる。
【００７９】
　項目アイコン配列２００は、選択中のカテゴリアイコンに対応するカテゴリに属する複
数の項目のそれぞれを表象する項目アイコンの複数個が配列されたものである。図３の例
においては、「ビデオ」カテゴリアイコン４３が選択中であるので、この「ビデオ」カテ
ゴリアイコン４３に属する項目アイコン５１，５２，５３が、項目アイコン配列２００と
して縦方向に並べられて表示されている。
【００８０】
　なお、図３では、項目アイコン配列２００中において、カテゴリアイコン配列２００の
上方には、項目アイコンが表示されていないが、これは、「ビデオ」のカテゴリに属する
項目数が少ないためであり、項目数が多い場合には、カテゴリアイコン配列１００の上方
にも項目アイコンが縦方向に並ぶ。また、後述するように、選択される項目アイコンが変
わるときにも、カテゴリアイコン配列１００の上方にも項目アイコンが現れる。
【００８１】
　また、後述する放送メディアのカテゴリアイコン４４～４６や外部入力のカテゴリアイ
コンのように、その下位の階層の項目が多い場合には、モニターディスプレイ１９の表示
画面の大きさの関係上、選択中のカテゴリの下位の階層の項目の全てが一度に画面１９Ｄ
に表示するのは困難であり、画面１９Ｄに項目アイコン配列２００として表示される項目
アイコンは、選択中のカテゴリの一部の項目のアイコンのみである。
【００８２】
　この実施形態のグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面は、オンスクリーン表示
であり、画面１９Ｄに映出されている映像コンテンツの画像の前面に、半透明の状態で重
ね合わされて表示される。すなわち、グラフィカル・ユーザ・インターフェース画面は、
放送受信装置において放送番組視聴中であったり、カメラで撮影した画像を再生したりし
ているときには、それらの画像が透けて見えるような表示態様で表示される。
【００８３】
　なお、図３において、カテゴリアイコン配列１００および項目アイコン配列２００の、
点線で囲んで示す領域全体に対して、画面１９Ｄの背景領域との外観上の区別を容易にす
るための彩色を施したり、またコンテンツ映像の明るさを調整したりすることができるよ
うにして、グラフィカル・ユーザ・インターフェースを見易くするようにしても良い。勿
論、そのような彩色や明るさの調整を行なわずに、カテゴリアイコンや項目アイコンのみ
を表示するようにしてもよい。
【００８４】
　そして、この例では、グラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の初期メニュー画
面において、カテゴリアイコン配列１００は、画面１９Ｄの垂直方向には移動せず、例え
ば図３に示すように、垂直方向の中央よりも僅かに上方の位置に固定されて表示される。
また、この実施形態においては、選択中のカテゴリアイコンが表示される領域は、カテゴ
リアイコン配列１００と、項目アイコン配列２００とが交差する交差領域１００Ｃとされ
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るが、この交差領域１００Ｃも、ディスプレイ画面１９Ｄにおいて、固定された領域とさ
れる。前述したように、この交差領域１００Ｃに位置するカテゴリアイコンの下方には、
そのカテゴリタイトル名が表示される。
【００８５】
　ユーザにより、リモコン送信機２３の左右方向指示操作ボタンを通じて、選択中のカテ
ゴリアイコンを他のカテゴリアイコンに変更する操作がなされると、カテゴリアイコン配
列１００内の複数個のカテゴリアイコンは、その配列全体として、ユーザの左右方向の指
示に応じて左右方向に移動して、交差領域１００Ｃにおいて表示される選択中カテゴリア
イコンが変更されるようにされる。
【００８６】
　制御部１は、交差領域１００Ｃに表示されるカテゴリアイコンを認識して、ユーザによ
り選択されたカテゴリを認識するようにする。
【００８７】
　また、項目アイコン配列２００も、同様にして、水平方向には移動せず、例えば図３に
示すように、水平方向の中央よりも僅かに左寄りの位置に固定されて表示される。しかし
、項目アイコン配列２００内の複数個の項目アイコンは、操作入力部としてのリモコン送
信機２３の上下方向指示操作ボタンを通じたユーザの上下方向の指示に応じて上下方向に
移動可能とされている。
【００８８】
　以上のように、水平方向に複数個のカテゴリアイコン４１～４７が一列に配列されてい
るカテゴリアイコン配列１００の垂直方向の表示位置は固定されると共に、垂直方向に複
数個の項目アイコンが一列に配列されている項目アイコン配列２００の水平方向の表示位
置は固定されるので、カテゴリアイコン配列１００と項目アイコン配列２００との交差領
域１００Ｃは、表示画面５０の中央よりも左斜め上方の位置に固定されるようにされる。
【００８９】
　そして、この実施形態では、交差領域１００Ｃの直下の領域２００Ｃを、項目アイコン
配列２００中の複数個の項目アイコンのうちの、ユーザに選択された項目アイコンの領域
とする。すなわち、この実施形態では、制御部１は、交差領域１００Ｃの直下の領域２０
０Ｃ（以下、注目領域という）に表示される項目アイコンを、選択中の項目アイコン（以
下、この選択中の項目アイコンを注目項目アイコンという）と認識し、選択された項目を
認識するようにする。
【００９０】
　以上のようにグラフィカル・ユーザ・インターフェースにおいてレイアウト配列される
結果、注目領域２００Ｃは、この例では、画面１９Ｄのほぼ中央に位置するものである。
この注目領域２００Ｃに表示される注目項目アイコンは、他の項目アイコンと区別可能と
するために、この例では、目立つ色、例えば黄色などで着色された四角枠２００ＭＫで、
当該注目項目アイコンを囲んで強調表示するようにしている。
【００９１】
　なお、強調表示としては、このような四角枠２００ＭＫで囲む方法に限られず、例えば
カテゴリアイコンと同様に、他の項目アイコンとは異なる色彩で表示したり、他の項目ア
イコンよりも拡大表示したり、点滅表示したりするようにしてもよい。
【００９２】
　以上のように、この実施形態では、固定位置である交差領域１００Ｃに表示されるカテ
ゴリアイコンを、選択中カテゴリアイコンとし、交差領域１００Ｃの直下の注目領域２０
０Ｃに表示される項目アイコンを、注目項目アイコンとする。
【００９３】
　このため、この実施形態では、ユーザによるカテゴリ選択操作は、カテゴリアイコン配
列１００を水平方向に移動させて、交差領域１００Ｃに希望するカテゴリに対応するカテ
ゴリアイコンを表示させるようにする操作となり、カテゴリ選択についての決定ボタンの
操作等は不要である。選択されたカテゴリが交差領域１００Ｃに位置すると、当該選択さ
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れたカテゴリに属する複数の項目を表象する項目アイコン配列２００が自動的に現れるか
らである。
【００９４】
　したがって、ユーザは左右の方向指示をするだけでカテゴリを選択でき、固定的に画面
に表示されているアイコンをマウスでクリック操作するといったようなパーソナルコンピ
ュータ上で行われるような指示操作は不要であり、パーソナルコンピュータに不慣れなユ
ーザであっても容易に選択操作することができる。
【００９５】
　なお、各カテゴリアイコンを左右に移動させる間は、これらをすべて同色、同サイズで
表示し、左右の移動が停止されていずれかのカテゴリアイコンが交差領域１００Ｃで位置
確定したときに、そのカテゴリアイコンの色彩やサイズを変化させて強調表示するように
してもよい。
【００９６】
　また、色彩の変化として、カテゴリアイコンの明度、彩度、色相などの要素を変化させ
てもよいし、点滅表示することにより色彩を変化させてもよい。このように、交差領域１
００Ｃに位置するカテゴリアイコンを、その他のカテゴリアイコンと異なる表示態様で表
示するため、ユーザは容易にカテゴリを選択できる。
【００９７】
　また、カテゴリアイコンが左右方向へ移動中であって交差領域１００Ｃに、いずれのカ
テゴリアイコンも位置していない状態のときには、項目アイコン配列２００を表示させず
、いずれかのカテゴリアイコンが交差領域１００Ｃで位置確定したときに、項目アイコン
配列２００を交差領域１００Ｃから上下方向に繰り出すように展開表示するようにするこ
ともできる。
【００９８】
　ユーザは、交差領域１００Ｃを目標地点にして、カテゴリアイコンを左右にスクロール
操作するだけで、交差領域１００Ｃに表示されるカテゴリに属する項目を認識することが
でき、また、展開表示される複数の項目から当該カテゴリを認識することもできる。
【００９９】
　なお、項目アイコン配列２００が表示された状態で、リモコン送信機２３を通じて左右
方向の指示があった場合、展開されていた項目アイコン配列２００を、交差領域１００Ｃ
に向かって収納するような動きで表示することもできる。
【０１００】
　一方、選択されたカテゴリの下位階層の項目の選択操作は、項目アイコン配列２００を
垂直方向に移動させて、固定領域２００Ｃに、希望項目に対応する項目アイコンを表示さ
せるようにする操作となる。
【０１０１】
　すなわち、リモコン送信機２３の上下方向指示操作ボタンを通じたユーザの上下方向の
指示に応じて項目アイコン配列２００内の項目アイコンが画面１９Ｄの垂直方向に移動し
、交差領域１００Ｃの直下の注目領域２００Ｃに位置した項目アイコンが変化する。そし
て、希望する項目の項目アイコンが注目領域２００Ｃに位置しているときに、リモコン送
信機２３の「決定」ボタンをユーザが操作すると、放送受信装置の制御部１は、グラフィ
カル・ユーザ・インターフェースを消去して、当該項目の処理を実行する状態となる。
【０１０２】
　ただし、注目領域２００Ｃに位置する項目アイコンに、さらに下位の階層の項目が定義
されているときには、「決定」ボタンの操作に応じて、当該下位の階層の項目が画面１９
Ｄに表示される。
【０１０３】
　図３の例における項目「録画予約」には、下位の階層の項目が定義されているので、こ
の図３の画面において、リモコン送信機２３の「決定」ボタンが操作されると、グラフィ
カル・ユーザ・インターフェースは、図４に示すような画面に変わる。
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【０１０４】
　すなわち、図４に示すように、この例においては、カテゴリアイコン配列は、選択中カ
テゴリアイコンのみを残して画面１９Ｄから消え、項目アイコン配列の表示位置は、画面
１９Ｄの左端に移動して、その右側の領域を空けるようにする。そして、当該空いたスペ
ースに下位の階層の複数の項目アイコンを上下方向に並べて表示すると共に、各項目アイ
コンに対応する項目内容の説明情報を表示するようにする。このとき、図４に示すように
、下位の階層の項目アイコンの全てについての説明情報が表示されるものである。
【０１０５】
　そして、注目項目を強調表示する四角枠２００ＭＫは、下位の階層の項目アイコン位置
に移る。したがって、ユーザは、リモコン送信機２３の上下方向指示操作ボタンを操作す
ると共に、「決定」ボタンを操作することにより、希望する下位階層項目アイコンを選択
決定することができる。なお、下位階層項目にさらに下位の階層を設けてもよい。
【０１０６】
　この実施形態では、項目アイコン配列２００内の項目アイコンの選択に当たっては、ユ
ーザは、リモコン送信機２３の上下方向指示操作ボタンを操作することにより、複数個の
項目アイコンを画面１９Ｄの垂直方向に移動させて、希望する項目の項目アイコンを検索
するようにする。
【０１０７】
　なお、各放送メディアのカテゴリアイコン４４～４６に直下のチャンネル項目の項目ア
イコンの並び方は、図５～図７に示すようにされている。すなわち、前述もしたように、
各放送メディアのチャンネルは、放送対象毎にグループ分けされているが、そのグループ
単位の並び順と、当該グループ内におけるチャンネルの並び順が、この例においては、次
のように定められている。
【０１０８】
　図５は、地上放送カテゴリの場合の並び順を説明するもので、地上放送カテゴリアイコ
ン４４の直下から下方に向かう方向を並び方向として、グループは、地上アナログ放送、
地上デジタル（テレビ）、地上デジタル（データ）の順に並べられる。
【０１０９】
　そして、地上アナログ放送のグループ内においては、各チャンネルは、前記並び方向に
対して、登録チャンネル番号順に並べられている。登録番号順であって、物理番号順ある
いは表示番号順ではない。
【０１１０】
　また、地上デジタル放送（テレビ）のグループ内においては、各チャンネルは、配信順
で決められた番号順に、前記並び方向に対して並べられている。地上デジタル放送（デー
タ）のグループ内においても、各チャンネルは、配信順で決められた番号順に、前記並び
方向に対して並べられている。
【０１１１】
　次に、図６は、ＢＳ放送カテゴリの場合の並び順を説明するもので、地上放送カテゴリ
アイコン４４の直下から下方に向かう方向を並び方向として、グループは、ＢＳデジタル
（テレビ）、ＢＳデジタル（ラジオ）、ＢＳデジタル（データ）の順に並べられる。
【０１１２】
　そして、ＢＳデジタル放送（テレビ）、ＢＳデジタル（ラジオ）、ＢＳデジタル（デー
タ）の各グループ内においては、各チャンネルは、配信順で決められた番号順に、前記並
び方向に対して並べられている。
【０１１３】
　また、図７は、ＣＳ放送カテゴリの場合の並び順を説明するもので、地上放送カテゴリ
アイコン４４の直下から下方に向かう方向を並び方向として、グループは、ＣＳ１デジタ
ル（テレビ）、ＣＳ２デジタル（テレビ）、ＣＳ１デジタル（ラジオ）、ＣＳ２デジタル
（ラジオ）、ＣＳ１デジタル（データ）、ＣＳ２デジタル（データ）の順に並べられる。
【０１１４】
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　そして、ＣＳ１デジタル（テレビ）、ＣＳ２デジタル（テレビ）、ＣＳ１デジタル（ラ
ジオ）、ＣＳ２デジタル（ラジオ）、ＣＳ１デジタル（データ）、ＣＳ２デジタル（デー
タ）の各グループ内においては、各チャンネルは、配信順で決められた番号順に、前記並
び方向に対して並べられている。
【０１１５】
　また、図８は、「ＨＤＤ」のコンテンツ蓄積メディアカテゴリの場合の並び順を説明す
るもので、当該「ＨＤＤ」カテゴリアイコンの直下から下方に向かう方向を並び方向とし
て、コンテンツブロック１、コンテンツブロック２、コンテンツブロック３の順に並ぶ。
【０１１６】
　そして、コンテンツブロック１は、ユーザの選択設定により設定された、テレビ放送コ
ンテンツ、ラジオ放送コンテンツ、データ放送コンテンツのいずれかからなる。コンテン
ツブロック２は、テレビ放送コンテンツ、ラジオ放送コンテンツ、データ放送コンテンツ
のうちのコンテンツブロック１として設定された放送コンテンツを除く２つの放送コンテ
ンツの一方からなる。さらに、コンテンツブロック３は、コンテンツブロック１およびコ
ンテンツブロック２として設定された放送コンテンツを除く残りの放送コンテンツからな
るものとされる。
【０１１７】
　そして、各コンテンツブロック１，２，３内においては、後述するように、ユーザによ
りグループ分け基準が選定され、その選定されたグループ分け基準に従って放送番組コン
テンツが複数個のグループにグループ分けされている。そして、各グループには、１また
は複数個の放送番組コンテンツが含まれるが、当該グループ内における複数個の放送番組
コンテンツの並び順序は、この例では、後述するように、コンテンツデータ格納部３３へ
の格納順またはその逆順とされる。
【０１１８】
　ところで、この実施形態の放送メディアのカテゴリに属する項目アイコンで表象される
項目は、図２に示したように、ユーティリティ項目と、放送チャンネル項目からなる機能
完結項目とからなっている。
【０１１９】
　ここで、図２において、放送メディアのカテゴリタイトルの上方にあるユーティリティ
項目は、ＥＰＧ項目であり、チャンネル選択の際に即座に参照することができるように、
グラフィカル・ユーザ・インターフェース上では、簡単に選択できることが望ましい。
【０１２０】
　このため、この実施形態では、放送メディアのカテゴリアイコン４４～４６のいずれか
が選択中であるときに、項目アイコン配列２００中のチャンネル項目アイコンを１つずつ
上下に移動させて、チャンネル項目について注目項目アイコンを選択する際には、項目ア
イコン配列２００において、カテゴリアイコン４４～４６の上方のユーティリティ項目の
項目アイコンは、上下方向に移動させず、カテゴリアイコン４４～４６の下方の機能完結
項目の項目アイコンのみを上下方向に移動させるようにする。「外部入力」カテゴリアイ
コン４７についての項目アイコン配列においても、同様にする。
【０１２１】
　なお、図５～図７において、カテゴリアイコン４４～４６の直下のチャンネル項目（一
番上のチャンネル項目）よりも上方の項目を選択する指示が、ユーザによりなされたとき
には、その選択指示は、ユーティリティ項目の選択指示となり、ＥＰＧ項目の項目アイコ
ンが注目領域２００Ｃに注目項目アイコンとして表示されて選択される状態となる。
【０１２２】
　そして、ＥＰＧ項目範囲の項目アイコンからチャンネル項目の項目アイコンを指示する
範囲に、ユーザの選択指示操作範囲が移行すると、チャンネル項目の項目アイコンが並び
方向の下方に行くにしたがって、注目項目アイコンとして注目領域２００Ｃに表示される
チャンネル項目の項目アイコンよりも並び方向に上位のチャンネル項目のアイコンは、画
面表示から消えることになる。
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【０１２３】
　図９は、「地上放送」カテゴリアイコン４４が選択中カテゴリとされた場合のグラフィ
カル・ユーザ・インターフェース画面の初期メニュー画面を示すものである。
【０１２４】
　図９に示すように、この画面においては、放送チャンネル項目のそれぞれは、チャンネ
ル数字からなるアイコンにより表象されている。図９の例では、チャンネル番号「１」の
放送チャンネルが強調用四角枠２００ＭＫにより囲まれて、注目領域２００Ｃに表示され
、当該チャンネル「１」を選択中であることを示している。
【０１２５】
　また、カテゴリアイコンの上方には、ＥＰＧ機能をユーティリティ項目とする項目アイ
コン６１および６２が表示されている。この例では、項目アイコン６１は、地上アナログ
テレビ放送用のＥＰＧ機能を表象しており、項目アイコン６２は、地上デジタルテレビ放
送用のＥＰＧ機能を表象している。
【０１２６】
　そして、この実施形態では、ユーザ操作により選択中カテゴリアイコンが変化したとき
には、新たに選択中となったカテゴリアイコンに属する項目アイコンは、グループ分け（
ブロック分けを含む）されているかどうかチェックして、グループ分けされていると判別
したときには、注目項目アイコンの左側に、グループ名称表示欄７１を表示項目として設
け、そのグループ名称表示欄７１に、当該注目項目アイコンが表象している項目が属する
ブロック名およびグループ名を表示するようにする。
【０１２７】
　図９の例のように、放送メディアのカテゴリアイコンを選択中のグラフィカル・ユーザ
・インターフェース画面においては、注目項目アイコンがチャンネル項目の項目アイコン
であるときには、この注目領域２００Ｃの注目項目アイコンの左側のグループ名称表示欄
７１には、「地上アナログテレビ」と表示されている。
【０１２８】
　そして、注目項目アイコンの右側には図３および図４と同様に、当該注目項目アイコン
が表象する項目を説明する説明表示がなされるが、この図９の例の放送メディアのカテゴ
リアイコンを選択中のグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面においては、注目項
目アイコンがチャンネル項目の項目アイコンであるときには、この注目領域２００Ｃの注
目項目アイコンの右側には、この例では、２行分の説明情報の表示がなされる。
【０１２９】
　この２行分の説明情報の上位行の欄７２は、この例では、番組名表示欄とされ、注目項
目アイコンのチャンネルの放送番組名が表示される。また、下側の行の欄７３および欄７
４は、放送局名表示欄および放送時間表示欄とされ、それぞれ、注目項目アイコンのチャ
ンネルの放送局名と、放送時間（開始時間と終了時間）とが表示される。
【０１３０】
　そして、この図９の状態から、ユーザがチャンネル番号の並び方向の下方のチャンネル
を選択するように、リモコン送信機２３の上下方向指示操作ボタンの下方向指示操作ボタ
ンを操作すると、図１０に示すように、画面の表示内容が変わる。すなわち、注目領域２
００Ｃの注目項目アイコンが、地上アナログテレビ放送の「３」チャンネルのものに変わ
ると共に、チャンネル「１」の項目アイコンは、画面から消える。このとき、ユーティリ
ティ項目であるＥＰＧ項目の項目アイコン６１、６２は、その位置を変えずに、画面１９
Ｄに表示される。
【０１３１】
　さらに、チャンネル並び方向の下方のチャンネル項目の項目アイコンが選択されると、
上述と同様の画面変化となる。
【０１３２】
　逆に、図９の状態から、ユーザがチャンネル番号の並び方向の上方を選択するように、
リモコン送信機２３の上下方向指示操作ボタンの上方向指示操作ボタンを操作すると、図
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１１に示すように、画面の表示内容が変わる。すなわち、このとき、注目領域２００Ｃの
注目項目アイコンが、地上アナログテレビ放送のＥＰＧ機能の項目アイコンとなり、欄７
２には、そのことを説明する説明表示がなされる。
【０１３３】
　そして、この状態で「決定」ボタンが押されると、放送受信装置では、ＥＰＧデータ格
納部２９から対応するＥＰＧデータが読み出されて、ＥＰＧ表示データが生成され、グラ
フィカル・ユーザ・インターフェースを消して、生成された選択決定されたＥＰＧ画面を
モニターディスプレイ１９の画面１９Ｄに表示するようにする。
【０１３４】
　次に、図１２は、「ＨＤＤ」カテゴリアイコン４２が選択中カテゴリとされた場合のグ
ラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の初期メニュー画面を示すものである。
【０１３５】
　この場合には、項目アイコンとしてコンテンツデータ格納部３３に格納されている放送
番組コンテンツのサムネイル画像が、コンテンツ管理部３４の、図８に示した項目アイコ
ンの並び順の情報に従って、表示用データ格納部２９から読み出されて表示される。すな
わち、図１２に示すように、項目アイコン配列２００として垂直方向に並んで配列される
のは、各蓄積放送番組コンテンツデータの一部、例えばタイトル画像のサムネイルが表示
される。
【０１３６】
　そして、注目領域２００Ｃの注目項目アイコンとしての注目サムネイル画像は、図１２
の例では、他よりも大きく表示されて強調表示される。そして、当該注目サムネイル画像
の右側には、図１１の場合と同様に、２行分とされる３つの表示欄７２、７３、７４が設
けられ、図１２の例においては、表示欄７２には、注目サムネイル画像がコンテンツデー
タ格納部３３に格納された格納年月日および時間が表示され、表示欄７３には、注目サム
ネイル画像の提供放送局名が表示され、表示欄７４には、注目サムネイル画像の放送番組
コンテンツのタイトル名が表示される。
【０１３７】
　また、注目領域２００Ｃの注目サムネイル画像の左側には、前記と同様に、グループ名
表示欄７１が設けられ、図１２の例においては、テレビ放送番組（テレビ放送ブロック）
であることと、グループ分け基準としてジャンルが選択され、かつ、注目サムネイル画像
により表象される放送番組コンテンツのグループが「スポーツ」であることがグループ名
表示として表示されている。
【０１３８】
　図１１の説明は、選択対象の項目アイコンが放送メディアのチャンネル選択の項目の場
合であって、放送メディアのカテゴリにおけるチャンネル選択の項目について行なうよう
にしたものであるので、前述したように、項目のグループは、予め、テレビ放送、ラジオ
放送、データ放送などのように分けられていた。しかし、カテゴリ「ＨＤＤ」の蓄積メデ
ィアの場合には、図１２に示すように、グループ分割はユーザにより設定可能とされてい
るため、グループ名表示欄７１に表示されるグループ名は、ユーザが設定したグループ分
け基準に応じたものとなる。
【０１３９】
　前述したように、コンテンツ管理部３４には、コンテンツデータ格納部３３に格納され
ている放送番組コンテンツのそれぞれについてのグループ分け、およびグラフィカル・ユ
ーザ・インターフェース上での項目アイコン（サムネイル画像）としての並び順が、ユー
ザにより設定されて格納されて管理されている。
【０１４０】
　この蓄積コンテンツグループの設定のための処理動作を、図１３～図１５を参照しなが
ら説明する。
【０１４１】
　図１３および図１４は、この処理動作を説明するためのフローチャートである。この蓄
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積コンテンツグループの設定の処理ルーチンは、「設定」のカテゴリ４１において、項目
アイコン「ＨＤＤの設定」を選択することにより、図１３からスタートする。
【０１４２】
　すなわち、先ず、制御部１は、コンテンツブロック１，２，３として、テレビ放送、ラ
ジオ放送、データ放送のいずれを割り当てるかの設定用画面を、ディスプレイ１９の画面
１９Ｄに表示する（ステップＳ１０１）。次に、リモコン送信機２３を通じて、その設定
入力を受け付けたか否か判別し（ステップＳ１０２）、設定入力の受け付けを検出しなか
ったと判別したときには、リモコン送信機２３の「戻る」ボタンが操作されたか否か判別
し（ステップＳ１０３）、「戻る」ボタンが操作されてはいないと判別したときには、ス
テップＳ１０２に戻り、また、「戻る」ボタンが操作されたと判別したときには、「ＨＤ
Ｄの設定」を選択する前のグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面に戻り（ステッ
プＳ１０４）、この処理ルーチンを抜ける。
【０１４３】
　また、ステップＳ１０２で、コンテンツブロック１，２，３についての設定入力を受け
付けたと判別したときには、これらコンテンツブロック１，２，３についての設定入力内
容をコンテンツ管理部３４に格納する（ステップＳ１０５）。
【０１４４】
　次に、この例では、テレビ放送として設定されたコンテンツブロックについて、蓄積さ
れているテレビ放送番組コンテンツについてのグループ分け基準項目を、例えば図１５に
示すようにして表示画面１９Ｄに表示して、ユーザに提示する（ステップＳ１０６）。
【０１４５】
　ユーザは、この図１５に示した、グループ分け基準項目（項目アイコン）の選択画面か
ら、グループ分け基準となる項目を選択入力するか、あるいはリモコン送信機２３の「戻
る」ボタンを操作するようにする。
【０１４６】
　そこで、制御部１は、このグループ分け基準項目について、ユーザからの選択入力を受
け付けたか否か判別し（ステップＳ１０７）、当該選択受け付けが無かったと判別したと
きには、リモコン送信機２３の「戻る」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１
０８）、「戻る」ボタンが操作されてはいないと判別したときには、ステップＳ１０７に
戻り、また、「戻る」ボタンが操作されたと判別したときには、ステップＳ１０１に戻り
、このステップＳ１０１以降の処理を繰り返す。
【０１４７】
　ステップＳ１０７で、グループ分け基準項目の選択受付があったと判別したときには、
グループ内における放送番組コンテンツ並び順がコンテンツデータ格納部３３への格納順
か、あるいは、その逆順かの問い合わせ画面を表示画面１９Ｄに表示する（ステップＳ１
０９）。そして、その並び順についての選択設定入力が受け付けられたか否か判別する（
ステップＳ１１０）。
【０１４８】
　ステップＳ１１０で、並び順についての選択設定入力が受け付けられなかったと判別し
たときには、制御部１は、リモコン送信機２３の「戻る」ボタンが操作されたか否か判別
し（ステップＳ１１１）、「戻る」ボタンが操作されてはいないと判別したときには、ス
テップＳ１１０に戻り、また、「戻る」ボタンが操作されたと判別したときには、ステッ
プＳ１０６に戻る。
【０１４９】
　また、ステップＳ１１０で、並び順についての選択設定入力が受け付けられたと判別し
たときには、制御部１は、グループ分け基準として選択設定された項目の情報を、コンテ
ンツ管理部３４に送り、テレビ放送番組コンテンツに関するグループ分けの処理を実行す
るように指示する（ステップＳ１１２）。
【０１５０】
　ステップＳ１０６で表示画面１９Ｄに表示されてユーザに提示されるグループ分け基準
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項目の一例を図１５（Ａ）に示す。すなわち、図１５（Ａ）に示すように、このグループ
分け基準項目としては、例えばＥＰＧによるもの、格納時期によるもの、過去の視聴履歴
によるものなどがユーザに提示される。
【０１５１】
　図１５（Ａ）の画面において、例えばＥＰＧによるものがグループ分け基準としてユー
ザにより選択されると、その下位の階層の項目として、図１５（Ｂ）に示すように、ＥＰ
Ｇデータによってグループ分けするときに基準となる項目、例えば「ジャンル」、「出演
者」などのグループ分け基準項目が表示画面１９Ｄに表示される。
【０１５２】
　ここで、グループ分け基準として、例えば「ジャンル」がユーザにより選択されると、
表示画面１９Ｄには、例えば図１５（Ｅ）に示すようなジャンルの細項目が表示される。
ユーザは、このジャンルの細項目の中から、グループ分けしたいジャンル項目を、複数個
、選択することができる。
【０１５３】
　例えば、細項目として「映画」、「スポーツ」、「ドキュメント」がユーザにより選択
されたときには、コンテンツ管理部３４は、コンテンツデータ格納部３３に格納されてい
るＥＰＧデータのジャンル情報を参照して、コンテンツデータ格納部３３に格納されてい
る放送番組コンテンツを、当該選択された「映画」、「スポーツ」、「ドキュメント」の
それぞれに属するグループと、「その他のジャンル」に属するグループとにグループ化す
る。すなわち、コンテンツデータ格納部３３に格納されている放送番組コンテンツは、ユ
ーザが選定した項目のグループと、その他の項目のグループとからなる複数グループに分
割される。
【０１５４】
　また、図１５（Ｂ）において、「出演者」がグループ分け基準としてユーザにより選択
されると、図示を省略したが、出演者の一覧リストが出演者の細項目として画面１９Ｄに
表示されてユーザに提示される。ユーザは、この出演者の一覧リストから、グループ化し
たい出演者を選択することができる。この場合も、コンテンツ管理部３４は、コンテンツ
データ格納部３３に格納されているＥＰＧデータの出演者情報を参照して、コンテンツデ
ータ格納部３３に格納されている放送番組コンテンツを、当該選択された複数人の出演者
名のそれぞれに属するグループと、「その他のジャンル」に属するグループとにグループ
化する。
【０１５５】
　また、格納時期によるものがグループ分け基準としてユーザにより選択されると、その
下位の階層の項目として、図１５（Ｃ）に示すように、１週間単位、２週間単位、１ヶ月
単位などの格納時期に関する項目がグループ基準項目として表示画面１９Ｄに表示される
。
【０１５６】
　ユーザにより格納時期に関する項目が選択されたときには、コンテンツ管理部３４は、
コンテンツデータ格納部３３に格納されている格納時期の情報（年月日および時間の情報
）を参照して、コンテンツデータ格納部３３に格納されている放送番組コンテンツを、当
該選択された格納時期に従った複数のグループにグループ化する。
【０１５７】
　さらに、過去の視聴履歴によるものがグループ分け基準としてユーザにより選択される
と、その下位の階層の項目として、図１５（Ｄ）に示すように、過去に１度でも視聴した
かどうか、つまり、視聴の有無、視聴回数などをグループ分け基準項目として表示画面１
９Ｄに表示される。
【０１５８】
　ユーザにより、例えば「視聴の有無」がグループ分け基準項目として選択されたときに
は、コンテンツ管理部３４は、コンテンツデータ格納部３３に格納されている放送番組コ
ンテンツを、過去に１度でも視聴したもののグループと、未視聴のグループとにグループ
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化する。
【０１５９】
　また、ユーザにより、例えば「視聴回数」がグループ分け基準項目として選択されたと
きには、コンテンツ管理部３４は、コンテンツデータ格納部３３に格納されている放送番
組コンテンツを、視聴回数が未視聴のもののグループ、視聴回数が１回のもののグループ
、視聴回数が２回のもののグループ、・・・というように、視聴回数に応じた複数のグル
ープにグループ化する。
【０１６０】
　なお、以上の各場合において、各グループ内の放送番組コンテンツの並び順は、ステッ
プＳ１０９における問い合わせに対するユーザの選択入力に基づいて、コンテンツデータ
格納部３３に格納された時期の順番あるいはその逆順とされる。
【０１６１】
　以上のようにして、ユーザにより選択されたグループ分け基準に従って、コンテンツ管
理部３４が、各コンテンツブロック１，２，３のうちのテレビのコンテンツブロックにつ
いて、グループ分けを行ない、その並び順の情報を、この例では、コンテンツデータ格納
部３３に格納する。
【０１６２】
　次に、ステップＳ１１２の次には、図１４のステップＳ１２１に進み、ラジオ放送とし
て設定されたコンテンツブロックについて、蓄積されているラジオ放送番組コンテンツに
ついてのグループ分け基準項目を、前述の図１５と同様にして、表示画面１９Ｄに表示し
て、ユーザに提示する。ただし、例えば、この場合のジャンルの細項目としては、クラシ
ック、ポップス、ラテン、映画音楽などとされ、図１５のテレビの場合とは異なる。
【０１６３】
　制御部１は、このグループ分け基準項目について、ユーザからの選択入力を受け付けた
か否か判別し（ステップＳ１２２）、当該選択受け付けが無かったと判別したときには、
リモコン送信機２３の「戻る」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１２３）、
「戻る」ボタンが操作されてはいないと判別したときには、ステップＳ１２１に戻り、ま
た、「戻る」ボタンが操作されたと判別したときには、ステップＳ１０６に戻り、このス
テップＳ１０６以降の処理を繰り返す。
【０１６４】
　ステップＳ１２２で、グループ分け基準項目の選択受付があったと判別したときには、
グループ内における放送番組コンテンツ並び順がコンテンツデータ格納部３３への格納順
か、あるいは、その逆順かの問い合わせ画面を表示画面１９Ｄに表示する（ステップＳ１
２４）。そして、その並び順についての選択設定入力が受け付けられたか否か判別する（
ステップＳ１２５）。
【０１６５】
　ステップＳ１２５で、並び順についての選択設定入力が受け付けられなかったと判別し
たときには、制御部１は、リモコン送信機２３の「戻る」ボタンが操作されたか否か判別
し（ステップＳ１２６）、「戻る」ボタンが操作されてはいないと判別したときには、ス
テップＳ１２５に戻り、また、「戻る」ボタンが操作されたと判別したときには、ステッ
プＳ１２１に戻る。
【０１６６】
　また、ステップＳ１２５で、並び順についての選択設定入力が受け付けられたと判別し
たときには、制御部１は、グループ分け基準として選択設定された項目の情報を、コンテ
ンツ管理部３４に送り、ラジオ放送番組コンテンツに関するグループ分けの処理を実行す
るように指示する（ステップＳ１２７）。
【０１６７】
　次に、ステップＳ１２７の次には、ステップＳ１２８に進み、データ放送として設定さ
れたコンテンツブロックについて、蓄積されているデータ放送番組コンテンツについての
グループ分け基準項目を、前述の図１５と同様にして、表示画面１９Ｄに表示して、ユー
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ザに提示する。ただし、例えば、この場合のジャンルの細項目としては、アミューズメン
ト、政治経済、旅行、などとされ、図１５のテレビの場合とは異なる。
【０１６８】
　制御部１は、このグループ分け基準項目について、ユーザからの選択入力を受け付けた
か否か判別し（ステップＳ１２９）、当該選択受け付けが無かったと判別したときには、
リモコン送信機２３の「戻る」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１３０）、
「戻る」ボタンが操作されてはいないと判別したときには、ステップＳ１２９に戻り、ま
た、「戻る」ボタンが操作されたと判別したときには、ステップＳ１２１に戻り、このス
テップＳ１２１以降の処理を繰り返す。
【０１６９】
　ステップＳ１２９で、グループ分け基準項目の選択受付があったと判別したときには、
グループ内における放送番組コンテンツ並び順がコンテンツデータ格納部３３への格納順
か、あるいは、その逆順かの問い合わせ画面を表示画面１９Ｄに表示する（ステップＳ１
３１）。そして、その並び順についての選択設定入力が受け付けられたか否か判別する（
ステップＳ１３２）。
【０１７０】
　ステップＳ１３２で、並び順についての選択設定入力が受け付けられなかったと判別し
たときには、制御部１は、リモコン送信機２３の「戻る」ボタンが操作されたか否か判別
し（ステップＳ１３３）、「戻る」ボタンが操作されてはいないと判別したときには、ス
テップＳ１３２に戻り、また、「戻る」ボタンが操作されたと判別したときには、ステッ
プＳ１２８に戻る。
【０１７１】
　また、ステップＳ１３２で、並び順についての選択設定入力が受け付けられたと判別し
たときには、制御部１は、グループ分け基準として選択設定された項目の情報を、コンテ
ンツ管理部３４に送り、データ放送番組コンテンツに関するグループ分けの処理を実行す
るように指示する（ステップＳ１３４）。そして、この処理ルーチンを終了する。
【０１７２】
　［スクロール処理について］
　また、この実施形態では、蓄積メディアの蓄積放送番組コンテンツ項目や放送メディア
のチャンネル項目は、多数の項目であることを考慮して、項目アイコン配列２００内にお
ける項目アイコンの選択に際し、スクロール検索ができるようにしている。
【０１７３】
　このスクロール検索のための操作ボタンは、リモコン送信機２３に別個に設けることも
できるが、この実施形態では、リモコン送信機２３の上下方向指示操作ボタンの上方向指
示操作ボタンあるいは下方向指示操作ボタンを一定時間以上、長押ししたときを、スクロ
ール開始操作とし、当該上方向指示操作ボタンあるいは下方向指示操作ボタンを押してい
る間はスクロールを継続するようにしている。
【０１７４】
　そして、この実施形態では、スクロールを継続しているときには、スクロール速度は徐
々に高速になるようにしている。そして、この実施形態では、スクロール速度に応じて、
グラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の表示内容を変更して、ユーザが、より検
索をやり易くなるように工夫している。項目アイコンのスクロール操作が行なわれたとき
における画面１９Ｄの変化の様子を、図１６～図１９を用いて説明する。
【０１７５】
　図１６は、ＢＳ放送メディアのカテゴリアイコン４５を選択中において、テレビの９８
チャンネルの項目アイコンを注目項目アイコンとして選択している状態を示している。こ
の図１６は、前述の図９と同様の表示であり、放送メディアが、地上放送メディアからＢ
Ｓ放送メディアに変わったものとなっている。
【０１７６】
　この図１６の状態から、ユーザが、例えばリモコン送信機２３の下方向指示操作ボタン
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を一定時間以上、長押しして、スクロール開始操作をすると、グラフィカル・ユーザ・イ
ンターフェース画面は、図１７のようになる。
【０１７７】
　すなわち、図１６の元の画面においては、注目領域２００Ｃの注目項目アイコンのみに
ついて、右側に当該選択中のチャンネルの説明表示がなされていたのに対して、図１７で
は、注目領域２００Ｃの注目項目アイコンのみでなく、注目項目アイコンとして選択中の
チャンネルの前後の複数個のチャンネルについての説明情報も表示するようにする。
【０１７８】
　つまり、図１６の元の画面においては、注目領域２００Ｃの注目項目アイコンとして選
択中のチャンネルの後の複数個のチャンネルのチャンネル番号は、項目アイコン配列２０
０として表示されていても、それらのチャンネルの番組名などの説明情報は表示されてい
なかったが、図１７の画面では、それを表示するようにする。ただし、このときにも、図
１７に示すように、グループ名表示欄７１は、注目項目アイコンに対してのみ表示される
。
【０１７９】
　また、図１６の元の画面においては、カテゴリアイコン４５の上方は、上述したように
、ＥＰＧ項目の項目アイコンが表示されているため、選択中の注目項目アイコンよりも前
のチャンネル項目の項目アイコンは表示されないが、図１７に示すスクロール開始後のグ
ラフィカル・ユーザ・インターフェース画面においては、ＥＰＧ項目の項目アイコンは消
えて、注目項目アイコンに対応するチャンネルの前のチャンネルの項目アイコンをも表示
するようにする。
【０１８０】
　これにより、ユーザは、スクロール検索により希望するチャンネル項目を見つけ出すの
が容易になる。
【０１８１】
　ただし、図１６に示すように、この実施形態では、注目項目アイコンに対しては、番組
名表示欄７２、放送局名表示欄７３、放送時間表示欄７４の全てを表示するようにするが
、注目項目アイコンの前後の項目アイコンについては、その一部、この例では、表示欄７
２に番組名が表示されるだけとされる。すなわち、この実施形態では、スクロール画面に
おいても、注目項目アイコンについての説明情報は、強調表示すると共に、詳細表示する
ようにするが、同時に表示する注目項目アイコン以外の項目アイコンについての説明情報
は、注目項目アイコンについての説明情報の一部とするようにする。
【０１８２】
　このようにしたのは、スクロール表示であり、速い速度で動く画像に対して、多種の情
報を提供しても見づらくなると共に、多種の情報を表示しようとすると、一つ一つの情報
の表示が細かくなって認識しづらくなるからである。
【０１８３】
　なお、この例では、説明表示は、注目項目アイコンの右側のものは、濃く表示したり、
他とは異なる色、例えば明るい黄色で表示したりして、例えば白文字で薄く表示されてい
る他の項目アイコンとは区別できるようにする。また、全体として、背景の再生画像が透
けて見えるようにするのは、この実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェ
ース画面の全てに共通している。
【０１８４】
　この状態から、リモコン送信機の下方向指示操作ボタンの押下状態をさらに継続すると
、放送受信装置は、スクロール継続状態と判断して、スクロール速度を徐々に上げる。こ
れにつれて、図１８に示すように、四角枠２００ＭＫで囲まれるチャンネル番号からなる
項目アイコンは、濃く表示されて強調表示されるが、説明表示は、その他の項目アイコン
と同様に全て薄く表示するようにする状態になる。このとき、注目項目アイコンの説明情
報のみは、濃いまま、あるいは他の説明情報よりも濃く表示して、注目できるようにして
もよい。
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【０１８５】
　さらに、スクロール状態が継続してスクロール速度が予め定めた所定値を超えると、図
１９に示すように、四角枠２００ＭＫで囲まれ濃く表示されて強調表示される注目領域２
００Ｃの注目項目アイコンの左側において、所定の水平方向の幅を有し、画面１９Ｄの垂
直方向の全体に亘るグループバー８０が表示される。また、この例では、この図１９の画
面では、カテゴリアイコン配列１００は消去される。しかし、カテゴリアイコン配列１０
０は、図１９においても消去せずに薄く表示しておくようにしても良い。
【０１８６】
　このグループバー８０は、前述の図５～図７を用いて説明した、各放送メディア毎のチ
ャンネルの並び順に対応した表示とされ、それぞれ設定されたグループ分けに対応して、
すなわち、グループに含まれるチャンネル数に応じた長さで、垂直方向が分割される。図
１９の例は、ＢＳ放送であるので、図６のグループ分けに対応して、分割領域８１，８２
，８３の３領域に分割され、各分割領域８１，８２，８３のバー部分に、グループ名がそ
れぞれ表示されたものとなっている。そして、このグループバー８０には、注目項目アイ
コンが、当該グループバー８０中の、どのグループの、との位置に位置するチャンネルで
あるかを示す注目項目アイコン位置表示マーク８０ＭＫが表示される。
【０１８７】
　この注目項目アイコン位置表示マーク８０ＭＫは、グラフィカル・ユーザ・インターフ
ェース画面上では、ユーザに対して目立つような色彩、例えば、注目項目アイコンを強調
表示する四角枠２００ＭＫと同様に、明るい黄色などが用いられて表示される。
【０１８８】
　これにより、ユーザは、スクロールが高速となり、画面に表示されている注目項目アイ
コンや、その前後の項目アイコンおよびそれらの説明表示が見づらくなったとしても、グ
ループバー８０の注目項目アイコン位置表示マーク８０ＭＫの位置から、どのチャンネル
位置をスクロール中であるかを容易に認識することができる。
【０１８９】
　この実施形態では、選択されたカテゴリアイコンが放送メディアのカテゴリアイコンの
ときのチャンネル項目の選択時にのみスクロールが可能なのではなく、７種の全てのカテ
ゴリアイコンに属する項目アイコンの選択においてもスクロールは可能である。
【０１９０】
　しかし、この実施形態では、項目アイコン配列２００における項目アイコンの配列に対
する選択は、リング状になっていない。つまり、項目アイコンの選択の変更は、項目アイ
コン配列の上方または下方の最後に至ると、もはやそれ以降は行なえず、逆方向に戻って
選択変更するようにされている。したがって、スクロールにおいても、選択項目アイコン
配列２００において、上方および下方の項目アイコンの並びの最後に至ると、そこでスク
ロールは、停止となる。このため、項目数が少ない場合には、図１７のスクロール開始の
画面に変化しても、図１８や図１９の画面に変化することなく、スクロールが停止してし
まうこともある。
【０１９１】
　しかし、項目アイコンの選択の変更において、項目アイコン配列の上方の最後と下方の
最後とを結合するようにしてリング状に選択することができるようにする場合にも、上述
のスクロールを適用することは勿論である。
【０１９２】
　［蓄積メディアコンテンツの選択の場合］
　以上の説明は、選択対象の項目アイコンが放送メディアのチャンネル選択の項目の場合
であって、スクロールは、放送メディアのカテゴリにおけるチャンネル選択の項目につい
て行なうようにしたものであるので、前述したように、項目のグループは、予め、テレビ
放送、ラジオ放送、データ放送などのように分けられていた。しかし、カテゴリ「ＨＤＤ
」の蓄積メディアの場合には、前述したように、グループ分割はユーザにより設定可能と
されているため、グループ名表示欄７１に表示されるグループ名は、ユーザが設定したグ
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ループ分け基準に応じたものとなる。
【０１９３】
　すなわち、「ＨＤＤ」カテゴリアイコンが選択された場合であって、例えばテレビ放送
番組のグループの放送番組コンテンツが注目領域２００Ｃに注目項目として選択されてい
る場合には、図１２に示したように、項目アイコンとしては各放送番組コンテンツのサム
ネイル画像が用いられ、注目領域２００Ｃのサムネイル画像は、他よりも大きく表示され
て、強調表示されている。
【０１９４】
　この図１２の画面の状態において、ユーザがリモコン送信機２３を通じてスクロール開
始指示をすると、表示画面１９Ｄのグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面は、図
２０に示すように、図１７の場合と同様にして、注目領域２００Ｃにおいて四角枠２００
ＭＫで囲まれる注目項目アイコンとしてのサムネイル画像（以下、注目サムネイル画像と
いう）のみでなく、その前後の複数個の放送番組コンテンツのサムネイル画像についての
説明情報も表示するようにする。ただし、このときにも、図２０に示すように、グループ
名表示欄７１は、注目項目サムネイル画像に対してのみ表示される。
【０１９５】
　これにより、ユーザは、スクロール検索により希望する放送番組コンテンツ項目を見つ
け出すのが容易になる。
【０１９６】
　そして、この場合も、図２０に示すように、この実施形態では、注目領域２００Ｃの注
目サムネイル画像に対しては、番組名表示欄７２、放送局名表示欄７３、放送時間表示欄
７４の全てを表示するようにするが、注目項目アイコンの前後の項目アイコンとしての他
の放送番組コンテンツのサムネイル画像については、その一部、この例では、表示欄７２
に番組名が表示されるだけとされる。
【０１９７】
　このようにしたのは、前述もしたように、スクロール表示であり、速い速度で動く画像
に対して、多種の情報を提供しても見づらくなると共に、多種の情報を表示しようとする
と、一つ一つの情報の表示が細かくなって認識しづらくなるからである。
【０１９８】
　そして、この例においても、説明表示は、注目サムネイル画像の右側のものは、濃く表
示したり、他とは異なる色、例えば明るい黄色で表示したりして、例えば白文字で薄く表
示されている他の項目アイコンとしてのサムネイル画像とは区別できるようにする。また
、全体として、背景の再生画像が透けて見えるようにするのは、この実施形態におけるグ
ラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の全てに共通している。
【０１９９】
　この状態から、リモコン送信機の下方向指示操作ボタンの押下状態をさらに継続すると
、放送受信装置は、スクロール継続状態と判断して、スクロール速度を徐々に上げる。こ
れにつれて、図示は省略するが、前述の図１８と同様にして、四角枠２００ＭＫに囲まれ
る注目領域２００Ｃの注目サムネイル画像は、濃く表示されて強調表示されるが、説明表
示は、その他の項目アイコンとしてのサムネイル画像と同様に全て薄く表示するようにす
る状態になる。このとき、注目サムネイル画像の説明情報のみは、濃いまま、あるいは他
の説明情報よりも濃く表示して、注目できるようにしてもよい。
【０２００】
　さらに、この実施形態では、スクロール状態が継続してスクロール速度が予め定めた所
定値を超えると、図２１に示すように、四角枠２００ＭＫで囲まれ濃く表示されて強調表
示される注目領域２００Ｃの注目サムネイル画像の左側において、所定の水平方向の幅を
有し、画面１９Ｄの垂直方向の全体に亘る２本のグループバー９０Ａおよび９０Ｂが表示
される。
【０２０１】
　グループバー９０Ａは、コンテンツブロック１，２，３に対応するグループ内容を表示
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するものであり、また、グループバー９０Ｂは、注目サムネイル画像を含むコンテンツブ
ロック内のグループ内容を表示するものである。
【０２０２】
　すなわち、図８を参照して前述したように、ユーザにより、コンテンツブロック１，２
，３が、「テレビ」、「ラジオ」、「データ」のいずれの放送番組メディアに対応付けら
れるか、また、各コンテンツブロック内においては、どのようなグループ分けがされるか
が、設定されているが、グループバー９０Ａは、当該設定に応じて、コンテンツブロック
１，２，３のそれぞれの放送番組コンテンツ数に応じた長さで垂直方向に分割された３つ
の分割領域９１Ａ，９２Ａ，９３Ａを有している。そして、各分割領域９１Ａ，９２Ａ，
９３Ａのそれぞれには、ユーザにより設定された放送番組メディアの名称、すなわち、「
テレビ」、「ラジオ」、「データ」のいずれかが表示される。
【０２０３】
　そして、グループバー９０Ａには、注目サムネイル画像が、いずれのコンテンツブロッ
クの、いずれの位置の放送番組コンテンツであるかを示す注目サムネイル画像位置表示マ
ーク９０ＭＫａが、図２１の例では、横バーとして付加表示されている。
【０２０４】
　また、グループバー９０Ｂは、注目サムネイル画像を含むコンテンツブロックに対応し
、前述の図８を用いて説明した、ユーザにより設定された当該コンテンツブロック内のグ
ループ分けに応じて、すなわち、各グループに含まれる放送番組コンテンツ数に応じた長
さで、垂直方向が分割されている。
【０２０５】
　図２１の例では、「映画」、「スポーツ」、「ドキュメント」、「その他」の４グルー
プに分けられ、それぞれのグループに含まれる放送番組コンテンツ数に対応した垂直方向
の長さで、グループバー９０Ｂが４つの分割領域９１Ｂ，９２Ｂ，９３Ｂ、９４Ｂに分割
され、各分割領域９１Ｂ，９２Ｂ，９３Ｂ、９４Ｂのバー内に、グループ名がそれぞれ表
示されたものとなっている。そして、このグループバー９０Ｂには、注目サムネイル画像
が、当該グループバー９０Ｂ中の、どのグループの、との位置に位置する放送番組コンテ
ンツであるかを示す注目サムネイル画像位置表示マーク９０ＭＫｂが、この例では、横バ
ーとして表示される。
【０２０６】
　注目サムネイル画像位置表示マーク９０ＭＫａおよび９０ＭＫｂは、グラフィカル・ユ
ーザ・インターフェース画面上では、ユーザに対して目立つような色彩、例えば、注目サ
ムネイル画像を強調表示する四角枠２００ＭＫと同様に、明るい黄色などが用いられて表
示される。
【０２０７】
　なお、図２１の画面の例では、カテゴリアイコン配列１００は消去されているが、カテ
ゴリアイコン配列１００は、図２１においても消去せずに薄く表示しておくようにしても
良い。
【０２０８】
　以上により、「ＨＤＤ」カテゴリアイコンが選択された場合においても、ユーザは、ス
クロールが高速となって、画面に表示されている注目項目アイコンや、その前後の項目ア
イコンおよびそれらの説明表示が見づらくなったとしても、グループバー８０の注目項目
アイコン位置表示マーク８０ＭＫの位置から、どのチャンネル位置をスクロール中である
かを容易に認識することができる。
【０２０９】
　なお、上述の説明では、グループバー８０およびグループバー９０Ａ，９０Ｂは、スク
ロールを高速にしたときに表示するようにしたが、スクロールを開始すると同時にそれら
のグループバー８０およびグループバー９０Ａ，９０Ｂを表示するようにしても良い。
【０２１０】
　また、スクロールとは関係なく、「地上」、「ＢＳ」、「ＣＳ」などの放送メディアカ
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テゴリアイコンや、「ＨＤＤ」カテゴリアイコンをユーザが選択したときには、必ず、グ
ループバー８０およびグループバー９０Ａ，９０Ｂを、併せて表示するようにしてもよい
。
【０２１１】
　なお、放送番組コンテンツの表象画像としてのサムネイル画像は、グループ内では、格
納した年月日および時間に従った順番で表示される。この実施形態では、この順番は、古
いもの順、あるいは新しいもの順の、いずれかが、前述したようにユーザにより設定モー
ドにおいて選択されているので、その設定にしたがった順番で表示されるものである。
【０２１２】
　［グラフィカル・ユーザ・インターフェースでの処理動作の説明］
　次に、以上説明したグラフィカル・ユーザ・インターフェースにおける振る舞いを制御
する制御部１の処理動作を中心に、図２２～図２６のフローチャートを参照して、グラフ
ィカル・ユーザ・インターフェースでの処理動作をさらに説明する。なお、以下の説明に
おいては、カテゴリアイコン配列１００と、項目アイコン配列２００とからなる初期メニ
ュー画面を、「十字型メニュー」と称することとする。
【０２１３】
　また、上述の説明においては、項目アイコンの下位の階層の項目アイコンは、図７に示
したように、当該下位の階層の項目アイコンが表示されると当該下位の階層の全ての項目
アイコンについての説明情報を、併せて表示するようにしたが、以下に説明する例では、
下位の階層の項目アイコンについても、第１階層の項目アイコンと同様に、当初は、注目
項目アイコンについてのみ説明情報の表示を行ない、スクロール開始指示があったときに
のみ、全ての項目アイコンの説明情報が表示されるようにしている。
【０２１４】
　この実施形態の放送受信装置は、主電源スイッチを投入した場合には、リモコン送信機
２３の電源キーを押すごとに、電源オンの状態と、電源オンに復帰するため等に必要な部
分にのみ、電源が投入されている状態のスタンバイ状態とを繰り返すように構成されてい
る。そして、スタンバイ状態から、電源キーが操作されて電源がオンとされると、スタン
バイ状態になる直前の状態（ラスト状態）から立ち上がるように構成されている。
【０２１５】
　また、以下の説明において、電源キーや各種のボタン操作は、リモコン送信機２３にお
いてユーザによりなされるものであり、制御部１は、リモコン受信部２４からの信号を監
視して、リモコン送信機２３で操作されたキーやボタンを検出するようにするものである
。しかし、説明の簡単のため、以下の説明では、制御部１がキーやボタンの操作を検出す
ると表現する。
【０２１６】
　この実施形態の放送受信装置がスタンバイ状態にあるときには、制御部１は、図２２に
示すように、電源キーの操作入力を常時監視する（ステップＳ１４１）。そして、ステッ
プＳ１４１において、電源キーが操作されたことを検知すると、制御部１は、ラスト状態
の画面をモニターディスプレイ１９の画面１９Ｄに表示すると共に、十字型メニューを重
畳表示する（ステップＳ１４２）。
【０２１７】
　次に、制御部１は、ユーザにより「ホーム」ボタンが操作されたか否か判別し（ステッ
プＳ１４３）、「ホーム」ボタンが操作されたと判別したときには、画面１９Ｄ上の十字
型メニューの重畳表示を消去する（ステップＳ１４４）。
【０２１８】
　そして、制御部１は、再度の電源キーの操作入力を監視し（ステップＳ１４５）、電源
キーの操作を検出したときには、ラスト状態を記憶してスタンバイ状態に戻り（ステップ
Ｓ１４６）、この処理ルーチンを終了する。
【０２１９】
　また、ステップＳ１４５で、電源キーが操作されないと判別されたときには、「ホーム
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」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１４７）、「ホーム」ボタンが操作され
ていないと判別したときには、ステップＳ１４５に戻る。また、ステップＳ１４７で、「
ホーム」ボタンが操作されたと判別したときには、制御部１は、視聴中のモニターディス
プレイ１９の画面１９Ｄに、十字型メニュー画面を重畳表示し（ステップＳ１４８）、ス
テップＳ１４３に戻る。
【０２２０】
　そして、ステップＳ１４３において、「ホーム」ボタンが操作されていないと判別した
ときには、制御部１は、重畳表示中の十字型メニューからなるグラフィカル・ユーザ・イ
ンターフェース画面において、リモコン送信機の左右方向指示操作ボタンによるカテゴリ
変更入力操作があったか否か判別する（図２３のステップＳ１５１）。
【０２２１】
　ステップＳ１５１において、重畳表示中の十字型メニュー画面において、カテゴリ変更
入力操作があったと判別したときには、制御部１は、十字型メニュー画面において、表示
画像生成出力部３０を制御して、選択中カテゴリアイコンをユーザの変更指示に応じたも
のに変更する。このとき、制御部１は、選択中カテゴリアイコンに対応するカテゴリを選
択中カテゴリとして認識する（ステップＳ１５２）。
【０２２２】
　そして、制御部１は、変更したカテゴリアイコンに属する項目アイコン配列２００を表
示し、その注目項目アイコン（注目サムネイル画像を含むものとする。以下同じ）の右側
に説明表示を行なう（ステップＳ１５３）。次に、制御部１は、選択中カテゴリアイコン
の項目アイコンは、グループ分けされているか否か判別する（ステップＳ１５４）。
【０２２３】
　そして、ステップＳ１５４でグループ分けされていると判別したときには、注目項目ア
イコンが属するグループ名を、当該注目項目アイコンの左側の表示欄７１に表示する（ス
テップＳ１５５）。
【０２２４】
　次に、制御部１は、リモコン送信機２３の上方向指示操作ボタンまたは下方向指示操作
ボタンが操作されたか否かにより、十字型メニューの項目アイコン配列２００において、
注目領域２００Ｃの注目項目アイコンの変更操作がなされたか否か判別する（図２４のス
テップＳ１７１）。
【０２２５】
　そして、ステップＳ１７１で、リモコン送信機２３の上方向指示操作ボタンまたは下方
向指示操作ボタンのいずれかが操作されたと判別したときには、当該ボタン操作が所定時
間以上押されている状態である長押しであるか否か判別し（ステップＳ１７２）、長押し
であると判別したときには、制御部１は、後述するスクロール処理を行なう（ステップＳ
１７３）。その後、ステップＳ１７１に戻る。
【０２２６】
　また、ステップＳ１７２で、長押しではないと判別したときには、制御部１は、表示画
像生成出力部３０により、十字型メニューにおいて注目領域２００Ｃに表示する注目項目
アイコンを、現在の注目項目アイコンの変更操作方向に隣接するものに変更し、当該注目
領域２００Ｃに新たに表示された項目アイコンに対応する項目を注目項目とする（ステッ
プＳ１７４）。そして、変更後の注目項目アイコンの項目が属するグループ名を、表示欄
７１に表示する（ステップＳ１７５）。
【０２２７】
　そして、制御部１は、リモコン送信機２３で、「決定」ボタンが操作されたか否か判別
し（ステップＳ１７６）、「決定」ボタンが操作されていないと判別したときには、ステ
ップＳ１７１に戻り、上述したステップＳ１７１以降の処理を繰り返す。
【０２２８】
　また、ステップＳ１７１で、リモコン送信機２３の上方向指示操作ボタンまたは下方向
指示操作ボタンのいずれかは操作されていないと判別したときには、制御部１は、リモコ



(31) JP 4366593 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

ン送信機２３で、「決定」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１７７）、「決
定」ボタンが操作されていないと判別したときには、図２２のステップＳ１４３に戻り、
上述したステップＳ１４３以降の処理を繰り返す。
【０２２９】
　また、ステップＳ１７６あるいはステップＳ１７７で、「決定」ボタンが操作されたと
判別したときには、制御部１は、決定された項目に対応する機能を実行し、表示画面１９
Ｄから十字型メニューを消去し（ステップＳ１７８）、その後、図２２のステップＳ１４
５に戻り、このステップＳ１４５以降の処理を実行する。
【０２３０】
　そして、ステップＳ１５４でグループ分けされていないと判別したとき、また、ステッ
プＳ１５１で、カテゴリ変更入力操作が無かったと判別したときには、ステップＳ１５６
に進む。このステップＳ１５６では、制御部１は、リモコン送信機２３の上方向指示操作
ボタンまたは下方向指示操作ボタンが操作されたか否かにより、十字型メニューの項目ア
イコン配列２００において、注目領域２００Ｃの注目項目アイコンの変更操作がなされた
か否か判別する。
【０２３１】
　そして、ステップＳ１５６で、リモコン送信機２３の上方向指示操作ボタンまたは下方
向指示操作ボタンのいずれかが操作されたと判別したときには、当該ボタン操作が所定時
間以上押されている状態である長押しであるか否か判別し（ステップＳ１５７）、長押し
であると判別したときには、制御部１は、後述するスクロール処理を行なう（ステップＳ
１５８）。その後、ステップＳ１５６に戻る。
【０２３２】
　また、ステップＳ１５７で、長押しではないと判別したときには、制御部１は、表示画
像生成出力部３０により、十字型メニューにおいて注目領域２００Ｃに表示する注目項目
アイコンを、現在の注目項目アイコンの変更操作方向に隣接するものに変更し、当該注目
領域２００Ｃに新たに表示された項目アイコンに対応する項目を注目項目とする（ステッ
プＳ１５９）。
【０２３３】
　そして、制御部１は、リモコン送信機２３で、「決定」ボタンが操作されたか否か判別
し（ステップＳ１６０）、「決定」ボタンが操作されていないと判別したときには、ステ
ップＳ１５６に戻り、上述したステップＳ１５６以降の処理を繰り返す。
【０２３４】
　また、ステップＳ１５６で、リモコン送信機２３の上方向指示操作ボタンまたは下方向
指示操作ボタンのいずれかは操作されていないと判別したときには、制御部１は、リモコ
ン送信機２３で、「決定」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１６１）、「決
定」ボタンが操作されていないと判別したときには、ステップＳ１４３に戻り、上述した
ステップＳ１４３以降の処理を繰り返す。
【０２３５】
　また、ステップＳ１６０あるいはステップＳ１６１で、「決定」ボタンが操作されたと
判別したときには、制御部１は、決定された項目に下位の階層項目があるか否か判別し（
図２５のステップＳ１８１）、下位の階層項目が無いと判別したときには、十字型メニュ
ーを画面１９Ｄから消去して、そのときに注目項目とされていた項目の機能あるいは処理
を実行する（ステップＳ１８２）。その後、図２２のステップＳ１４５に進み、前述した
ステップＳ１４５以降の処理を行なう。
【０２３６】
　また、ステップＳ１８１で下位の階層があると判別したときには、制御部１は、表示画
像生成出力部３０により当該注目項目の下位の階層の複数項目を画面１９Ｄに表示するよ
うに制御する（ステップＳ１８３）。この状態は、前述した図３において、録画予約の項
目アイコンが注目項目アイコンとして選択されている状態において、「決定」ボタンが押
された状態に対応し、ステップＳ１８３での画面１９Ｄの表示は、例えば図７に示すよう
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なものとなる。
【０２３７】
　そして、制御部１は、この下位の階層項目の表示画面において、リモコン送信機２３の
上方向指示操作ボタンまたは下方向指示操作ボタンが操作されたか否かにより、四角枠２
００ＭＫで囲まれた下位の階層の注目項目アイコンの変更操作がなされたか否か判別する
（ステップＳ１８４）。
【０２３８】
　そして、ステップＳ１８４で、リモコン送信機２３の上方向指示操作ボタンまたは下方
向指示操作ボタンのいずれかが操作されたと判別したときには、当該ボタン操作が所定時
間以上押されている状態である長押しであるか否か判別し（ステップＳ１８５）、長押し
であると判別したときには、制御部１は、後述するスクロール処理を行なう（ステップＳ
１８８）。その後、ステップＳ１８４に戻る。
【０２３９】
　また、ステップＳ１８５で、長押しではないと判別したときには、制御部１は、表示画
像生成出力部３０により、四角枠２００ＭＫで囲まれた下位の階層の注目項目アイコンを
、現在の注目項目アイコンの変更操作方向に隣接するものに変更し、当該四角枠２００Ｍ
Ｋで囲まれた領域に新たに表示された項目アイコンに対応する項目を注目項目とする（ス
テップＳ１８６）。
【０２４０】
　そして、制御部１は、リモコン送信機２３で、「決定」ボタンが操作されたか否か判別
し（ステップＳ１８７）、「決定」ボタンが操作されていないと判別したときには、ステ
ップＳ１８４に戻り、上述したステップＳ１８４以降の処理を繰り返す。また、ステップ
Ｓ１８７で、「決定」ボタンが操作されたと判別したときには、図２４のステップＳ１７
８に戻り、上述したステップＳ１７８以降の処理を繰り返す。
【０２４１】
　また、ステップＳ１８４で、リモコン送信機２３の上方向指示操作ボタンまたは下方向
指示操作ボタンのいずれかが操作されないと判別したときには、制御部１は、リモコン送
信機２３で、「戻る」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１８９）、「戻る」
ボタンが操作されたと判別したときには、十字型メニューの重畳表示を、一つ前の画面の
状態に戻すように表示画像生成出力部３０を制御する（ステップＳ１９０）。そして、図
２３のステップＳ１５１に戻り、当該ステップＳ１５１以降の処理を繰り返す。
【０２４２】
　また、ステップＳ１８９で、「戻る」ボタンが操作されていないと判別したときには、
制御部１は、「ホーム」ボタンが操作されたか否か判別し（ステップＳ１９１）、「ホー
ム」ボタンが操作されたと判別したときには、画面１９Ｄ上の十字型メニューの重畳表示
を消去する（ステップＳ１９２）。そして、図２２のステップＳ１４５に進み、前述した
当該ステップＳ１４５以降の処理を行なう。
【０２４３】
　また、ステップＳ１９１で、「ホーム」ボタンが操作されたと判別したときには、制御
部１は、ステップＳ１８４に戻り、当該ステップＳ１８４以降の処理を繰り返す。
【０２４４】
　次に、図２３のステップＳ１５８あるいは図２５のステップＳ１８８のスクロール処理
について、図２６のフローチャートを参照しながら説明する。
【０２４５】
　前述もしたように、この図２６の処理ルーチンは、リモコン送信機２３でスクロール開
始操作とされる上方向指示操作ボタンまたは下方向指示操作ボタンのいずれかの長押し操
作が検出されたときに起動される。
【０２４６】
　先ず、前述のスクロール開始操作を検出すると、制御部１は、表示画像生成出力部３０
により、図１７や図１９に示すように、注目項目アイコン（注目サムネイル画像を含むも
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のとする）のみではなく、当該注目項目アイコンの前後の項目アイコンについても説明情
報を表示する状態にして、スクロールを開始し（ステップＳ２０１）、注目項目アイコン
を操作されたボタンの指示方向に順次に変更する（ステップＳ２０２）。
【０２４７】
　そして、制御部１は、スクロール速度を徐々に上昇させると共に、前述の図１７のグラ
フィカル・ユーザ・インターフェース画面に示したように、表示画像生成出力部３０によ
り、スクロール速度に応じて十字型メニュー画面の表示の濃さなどを制御するようにする
（ステップＳ２０３）。
【０２４８】
　次に、制御部１は、スクロール速度が予め定めた所定の速度を超えたか否か判別し（ス
テップＳ２０４）、スクロール速度が所定の速度を超えていないと判別したときには、上
方向指示操作ボタンまたは下方向指示操作ボタンのいずれかの長押し操作が停止されたか
否か判別し（ステップＳ２０５）、停止されていないと判別したときには、スクロール方
向の最後の項目に至ったか否か判別する（ステップＳ２０６）。
【０２４９】
　ステップＳ２０５で、長押しが停止されたと判別されたとき、あるいは、ステップＳ２
０６で、スクロール方向の最後の項目に至ったと判別したときには、制御部１は、スクロ
ールを停止し、停止したところの項目を強調表示する十字型メニュー画面を表示し（ステ
ップＳ２０７）、この処理を終了する。
【０２５０】
　また、ステップＳ２０４で、スクロール速度が予め定めた所定の速度を超えたと判別し
たときには、制御部１は、表示画像生成出力部３０により、図１９や図２１のグラフィカ
ル・ユーザ・インターフェース画面に示したように、画面１９Ｄにグループバー８０やグ
ループバー９０Ａ，９０Ｂを追加表示して、注目項目アイコン位置が、当該グループバー
８０中のどのグループのどの位置であるかを位置表示する注目項目アイコン位置表示マー
ク８４を表示する（ステップＳ２０８）。このステップＳ２０８の次にはステップＳ２０
５に移行する。
【０２５１】
　以上のようにして、この実施形態においては、スクロール時には、注目項目アイコンや
注目サムネイル画像についての説明情報の表示のみではなく、注目項目アイコンや注目サ
ムネイル画像の前後の項目アイコンやサムネイル画像についての説明情報をも表示するよ
うにしたので、ユーザは、スクロール検索が容易になる。
【０２５２】
　また、この実施形態では、スクロール速度が速くなると、注目項目アイコン位置表示マ
ーク８０ＭＫや注目サムネイル位置表示マーク９０ＭＫａおよび９０ＭＫｂを伴うグルー
プバー８０がスクロール画面に現れて、注目項目アイコンや注目サムネイル画像が、項目
アイコン配列２００中のどのグループのどの位置であるかをユーザに報知するようにする
ので、ユーザは、このグループバー８０やグループバー９０Ａ，９０Ｂを参照することに
より、スクロール検索を容易に行なうことができる。
【０２５３】
　なお、上述の説明では、スクロールは、放送メディアのチャンネル選択の場合には、当
該チャンネル選択の範囲のみで行なうようにしたが、ユーティリティ項目も含めて、スク
ロールしても勿論よい。
【０２５４】
　また、グループバー８０やグループバー９０Ａ，９０Ｂは、所定のスクロール速度とな
ったときから表示するようにしたが、スクロールの開始時点から表示するようにしてもよ
い。また、放送メディアのカテゴリアイコンや「ＨＤＤ」カテゴリアイコンが選択された
ときに、当該カテゴリアイコンに属する項目アイコン配列２００を表示するときに、併せ
てグループバー８０やグループバー９０Ａ，９０Ｂを表示するようにしてもよい。
【０２５５】
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　［その他の変形例］
　上述の実施形態では、蓄積放送番組コンテンツのグループのみについて、ユーザがグル
ープ分け設定することができるようにしたが、放送メディアカテゴリの地上、ＢＳ、ＣＳ
などの放送態様グループ内の放送チャンネル項目も、ユーザのグループ分け設定に応じて
グループ分割して並べるようにすることもできる。
【０２５６】
　例えば、ＥＰＧデータに含まれる、ジャンル、出演者などのコンテンツ属性を、グルー
プ分け基準としてユーザに提示し、この提示を受けて、ユーザが、当該提示されたグルー
プ分け基準を選択設定することにより、その選択設定されたグループ分け基準に基づいて
、放送チャンネル項目を、さらにグループ分けして並べるようにすることもできる。その
場合には、グループバーは、図２１と同様のグループバー９０Ａ，９０Ｂを表示するよう
にする。
【０２５７】
　なお、項目アイコンやサムネイル画像が表象する選択対象項目は、その他のコンテンツ
であってもよい。例えば、電子書籍や、ゲームプログラムなどのコンテンツであってもよ
い。ここで、コンテンツとは、映画、音楽、演劇、文芸、写真、漫画、アニメーション、
コンピュータゲームその他の文字、図形、色彩、音声、動作若しくは映像若しくはこれら
を組み合わせたもの、またはこれらにかかる情報を電子計算機を介して提供するためのプ
ログラムであって、人間の創造的活動により生み出されるものの内、教養または娯楽の範
囲に属するものをいうものとする。
【０２５８】
　なお、上述の実施形態では、グループバーの表示位置は、注目項目アイコンの左側とす
るようにしたが、当該位置に限定されるわけではなく、他の位置であっても良い。また、
グループバーの表示は、項目アイコン配列やサムネイル配列などの表象画像の配列に沿っ
て表示する必要もなく、表象画像の配列の方向とは別の方向にバー表示してもよい。
【０２５９】
　また、グループバーにおいて、注目項目アイコン位置を示すマークは、上述の例に限ら
れるものではなく、例えば、バーの外側の横に、三角マークや矢印マークを表示するよう
な表示方法であってもよい。
【０２６０】
　また、表象画像は、図に示した例では、図形や文字を含むアイコン、チャンネル数字か
らなるアイコン、放送番組の一部の画像などを縮小した画像からなるサムネイルなどによ
り構成するようにしたが、その他のシンボルなどを表象画像とすることもできる。
【０２６１】
　以上の実施形態は、この発明の電子機器が放送受信装置の場合であるが、この発明によ
る電子機器は、上述のような放送受信装置に限らず、例えば画像データや音声データの記
録再生装置や、その他の電子機器であって、複数の処理機能項目をその下位の階層に持つ
複数のカテゴリを備えるものであれば、どのような電子機器であっても適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２６２】
【図１】この発明による電子機器の実施形態としての放送受信装置のハードウエア構成例
を示すブロック図である。
【図２】この発明の実施形態において、第１の項目としてのカテゴリと、その下位の階層
の第２の項目との関係を説明するための図である。
【図３】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の一
例を示す図である。
【図４】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の一
例を示す図である。
【図５】この発明の実施形態における処理対象項目の並び順を説明するための図である。
【図６】この発明の実施形態における処理対象項目の並び順を説明するための図である。
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【図７】この発明の実施形態における処理対象項目の並び順を説明するための図である。
【図８】この発明の実施形態における処理対象項目の並び順を説明するための図である。
【図９】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の一
例を示す図である。
【図１０】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の
一例を示す図である。
【図１１】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の
一例を示す図である。
【図１２】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の
一例を示す図である。
【図１３】この発明の実施形態におけるグループ設定処理動作を説明するためのフローチ
ャートの一部である。
【図１４】この発明の実施形態におけるグループ設定処理動作を説明するためのフローチ
ャートの一部である。
【図１５】この発明の実施形態におけるグループ設定処理動作を説明するために用いる図
である。
【図１６】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェース画面の
一例を示す図である。
【図１７】この発明の実施形態におけるスクロール時のグラフィカル・ユーザ・インター
フェース画面の一例を示す図である。
【図１８】この発明の実施形態におけるスクロール時のグラフィカル・ユーザ・インター
フェース画面の一例を示す図である。
【図１９】この発明の実施形態におけるスクロール時のグラフィカル・ユーザ・インター
フェース画面の一例を示す図である。
【図２０】この発明の実施形態におけるスクロール時のグラフィカル・ユーザ・インター
フェース画面の他の一例を示す図である。
【図２１】この発明の実施形態におけるスクロール時のグラフィカル・ユーザ・インター
フェース画面の他の一例を示す図である。
【図２２】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェースでの処
理動作を説明するためのフローチャートの一部である。
【図２３】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェースでの処
理動作を説明するためのフローチャートの一部である。
【図２４】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェースでの処
理動作を説明するためのフローチャートの一部である。
【図２５】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェースでの処
理動作を説明するためのフローチャートの一部である。
【図２６】この発明の実施形態におけるグラフィカル・ユーザ・インターフェースでのス
クロール処理動作を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【０２６３】
　１…制御部、１１…地上アナログ放送受信部、１２…地上デジタル放送受信部、１３…
ＢＳ放送受信部、１４…ＣＳ放送受信部、１９…モニターディスプレイ、２３…リモコン
送信機、２４…リモコン受信部、２９…表示用データ格納部、３０…表示画像生成出力部
、３１…ＥＰＧデータ保持部、３２…記録エンコード／再生デコード部、３３…コンテン
ツデータ格納部、３４…コンテンツ管理部
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